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資
料
紹
介
・
翻
刻
「
哲
学
堂
収
蔵
品
控
」２
北
田
建
二
kitada kenji
例
言
・
凡
例
一
本
稿
で
は
、
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
（
旧
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
）
が
所
蔵
す
る
「
哲
学
堂
収
蔵
品
控
（
仮
題
）」
全
六
一
丁
の
う
ち
、
綴
じ
紐
の
結
び
目
が
あ
る
方
か
ら
数
え
て
二
九
丁
表
か
ら
六
一
丁
裏
（
綴
じ
紐
の
結
び
目
が
あ
る
方
と
は
反
対
の
側
〔
裏
側
〕
か
ら
数
え
て
一
丁
表
か
ら
三
三
丁
裏
）
ま
で
を
掲
載
し
た
。
一
本
稿
で
は
、
翻
刻
・
注
記
と
と
も
に
、
資
料
全
体
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
を
付
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
れ
を
別
の
機
会
に
譲
り
、
翻
刻
と
注
記
の
み
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
各
丁
表
・
裏
の
最
初
の
行
の
前
に
、【
六
一
丁
裏
（
一
丁
表
）】
の
よ
う
に
、
綴
じ
紐
の
結
び
目
が
あ
る
方
か
ら
数
え
た
丁
数
と
表
・
裏
を
表
示
し
、
あ
わ
せ
て
（
）
内
に
綴
じ
紐
の
結
び
目
が
あ
る
方
と
は
反
対
の
側
〔
裏
側
〕
か
ら
数
え
た
丁
数
等
を
付
し
た
。
ま
た
、
そ
の
紙
面
に
記
載
が
無
い
場
合
は
、〔
記
載
な
し
〕
と
表
記
し
た
。
一
訂
正
箇
所
（
抹
消
、
補
入
等
）
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
訂
正
後
の
文
字
の
み
を
記
載
し
、
一
部
、
補
注
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
を
補
っ
た
。
訂
正
・
補
入
箇
所
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
資
料
に
近
い
か
た
ち
で
翻
刻
し
た
。
一
誤
字
、
脱
字
、
当
て
字
は
原
本
の
ま
ま
翻
刻
し
、
補
注
を
つ
け
て
こ
れ
を
補
っ
た
。
一
旧
字
・
異
体
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
一
翻
刻
文
中
に
、
現
在
で
は
使
用
を
慎
む
べ
き
用
語
が
見
ら
れ
る
が
、
歴
史
的
資
料
と
し
て
の
性
質
を
考
慮
し
、
そ
の
ま
ま
記
載
を
行
っ
た
。
一
資
料
の
解
読
に
あ
た
っ
て
、
加
藤
芳
典
氏
（
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
専
門
員
）、
な
ら
び
に
平
野
恵
氏
（
台
東
区
立
中
央
図
書
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館
郷
土
・
資
料
調
査
専
門
員
）
の
協
力
を
得
た
。
一
資
料
の
翻
刻
・
注
記
は
北
田
建
二
（
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
博
物
館
学
芸
員
）
が
行
っ
た
。
翻
刻
【
六
一
丁
裏
（
一
丁
表
）】
△
大
黒
天
△△
獅
子
△
大
黒
天
△
瀬
戸
ノ
花
瓶
一
全
国
行
脚
用
提
灯
一
河
内
国
瓢
箪
山
稲
荷
ノ
「
ツ
ジ
ウ
ラ
（
１
）」
入
ノ
扇
第
二
架
△
仏
神
像
（
２
）数
種
箱
入
△
仏
画
廿
△
越
後
国
浦
佐
比
砂
門
堂
（
３
）参
詣
ノ
節
ニ
貰
ヒ
ウ
ケ
タ
ル
仏
像
木
三
【
六
一
丁
表
（
一
丁
裏
）】
〔
記
載
な
し
〕
【
六
〇
丁
裏
（
二
丁
表
）】
〔
記
載
な
し
〕
【
六
〇
丁
表
（
二
丁
裏
）】
△
仏
像
木
産
△
像
木
廿
△
像
立
金
△
観
音
像
△
不
動
像
金
△
大
黒
天
木
△
夷
様
木
△
埃
及
（
１
）神
像
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
（
２
）首
府
ニ
テ
購
ヒ
フ
（
３
）
七
△
土
ノ
塔
△
観
音
瀬
戸
像
セ
（
４
）
△
厄
除
土
神
木
△
像
木
エ
ン
マ
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【
五
九
丁
裏
（
三
丁
表
）】
△
福
神
土
△
像
金
一
石
像
佐
渡
国
石
△
像
箱
入
△
像
△
像
△
像
一
沖
縄
ノ
紙
銭
一
「
シ
ヤ
ム
（
１
）」
仏
像
破
片
一
西
蔵
（
２
）国
ノ
仏
器
（
３
）
一
台
湾
仏
像
（
４
）
△
像
【
五
九
丁
表
（
三
丁
裏
）】
一
大
宮
孝
潤
（
１
）氏
寄
贈
ノ
貝
葉
（
２
）巻
物
錫
蘭
（
３
）人
秘
蔵
ノ
巻
物
一
像
△
花
瓶
一
西
蔵
ノ
菩
提
樹
果
ニ
テ
製
シ
タ
ル珠
数
（
４
）
△
珠
数
一
伏
見
稲
荷
（
５
）
一
菅
公
（
６
）一
千
年
大
祭
奉
祝
紀
念
墨
▲
仏
像
△
箸
入
△
花
瓶
△
像
【
五
八
丁
裏
（
四
丁
表
）】
一
印
度
錫
蘭
縮
甸
国
（
１
）貝
葉
経
文
一
一
錫
蘭
将
来
（
２
）貝
葉
ノ
由四
念
処
圣
（
３
）
一
シ
エ
ク
ス
ピ
ア
誕
生
家
画
（
４
）
一
沖
縄
県
ニ
テ
正
月
供
物
ノ
下
ニ
布
ク
紙
△
画
239 資料紹介・翻刻　「哲学堂収蔵品控」２
△
弘
道
舘
（
５
）ニ
テ
贈
リ
タ
ル
「
メ
タ
ル
」
一
暹
羅
（
６
）将
来
貝
葉
第
三
架
△
如
意
（
自
然
木
）
△
仝
（
蓮
花
形
）
△
仝
（
蓮
実
）
一
龍
形
自
然
木
【
五
八
丁
表
（
四
丁
裏
）】
△
如
意
（
海
松
）
木
ノ
子
形
一
ア
イ
ヌ
細
工
手
拭
掛
△
如
意
類
細
キ
自
然
木
△
如
意
（
柘
細
工
竹
形
）
△
仝
（
髑
髏
形
自
然
木
）
一
愛
尓
蘭
（
１
）
ス
テ
ッ
キ
△
如
意
（
霊
芝
（
２
）形
彫
刻
物
）
△
仝
（
海
松
ノ
霊
芝
形
（
３
））
一
台
湾
生
蕃
（
４
）地
埋
木
楠
根
一
塩
原
（
５
）ノ
瘤
木
△
如
意
（
蓮
根
形
ノ
細
工
物
）
△
如
意
自
然
木
ノ
骨
形
）
（
６
）
【
五
七
丁
裏
（
五
丁
表
）】
△
木
刀
（
竹
形
）
△
鞭
（
自
然
草
△
棒
（
自
然
木
ノ
類
）
△
木
扇
一
天
狗
杖
一
天
狗
杖
（
大
ス
テ
ッ
キ
）
（
霊
芝
形
、
赤
色
紐
）
△
ス
テ
ッ
キ
（
自
然
木
）
△
仝
一
幽
霊
杖
一
幽
霊
杖
△
鞭
（
竹
）
一
ア
イ
ヌ
幣
束
一
台
湾
人
祭
用
竹
紙
△
如
意
（
鋳
造
物
霊
芝
形
）
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【
五
七
丁
表
（
五
丁
裏
）】
△
卜
筮
用
具
剣
（
１
）
△
近
世
哲
学
者
写
真
（
カ
ラ
ス
箱
（
２
）入
）
剣
（
３
）
△
鳩
像
（
木
）
一
こ
っ
く
り
用
の
竹
（
４
）
一
宮
地
嶽
（
５
）
剣
一
十
和
田
湖
神
社
鉄
草
鞋
第
四
架
△
朝
鮮
（
６
）人
ノ
煙
草
入
（
油
紙
製
）
△
墓
場
形
煙
草
入
△
煙
草
入
（
木（
７
））
△
小
煙
管
（
木
製
）
△
小
仝
（
陶
口
）
二
本
【
五
六
丁
裏
（
六
丁
表
）】
▲
大
煙
管
（
日
本
形
）
△
煙
管
（
金
口
）
△
煙
管
用
ノ
竹
三
本
一
生
蕃
人
烟
管
（
竹
根
）
△
大
煙
管
護
謨
附
△
煙
管
ノ
首
（
金
口
）
△
煙
草
ノ
灰
入
筒
▲
貝
首
（
１
）ノ
煙
管
二
本
一
ラ
ッ
プ
人
（
２
）製
作
馴
鹿
骨
ノ
烟
管
一
台
湾
人
ノ
煙
草
入
（
骨
細
工
）
△
煙
管
（
金
製
日
本
形
）
【
五
六
丁
表
（
六
丁
裏
）】
△
煙
管
（
木
製
）
三
箇
△△
パ
イ
プ
吸
口
（
黒
）
簟
（
１
）
鬼
（
２
）
二
個
一
台
湾
人
ノ
烟
管
（
竹
（
３
）身
金
具
付
）
△
煙
草
入
革
製
一
印
度
ノ
煙
管
（
破
片
）
一
生
蕃
煙
管
（
木
製
）
一
濠
州
ノ
大
煙
管
（
木
製
）
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一
ブ
ラ
ジ
ル
煙
草
（
練
物
）
△
煙
管
ノ
金
具
吸
口
△
鯰
形
パ
イ
プ
△
木
形
パ
イ
プ
【
五
五
丁
裏
（
七
丁
表
）】
一
南
ア
メ
リ
カ
の
土
人
の
烟
管
△
煙
管
（
首
尾
金
具
付
）
△
仝
（
銀
製
）
△
仝
（
生
蕃
人
細
工
）
△
仝
（
金
製
蓮
形
）
△
パ
イ
プ
（
瓢
製
）
△
煙
管
（
全
部
金
製
）
△
煙
草
入
（
達
磨
ノ
ア
ク
ビ
（
１
））
△
仝
（
瓢
箪
）
△
仝
（
鬼
面
皮
製
）
一
南
米
ブ
ラ
ジ
ル
ノ
パ
イ
プ
（
骨
）
一
庄
内
地
方
（
２
）
煙
草
道
具
（
３
）
【
五
五
丁
表
（
七
丁
裏
）】
△
火
ノ
用
心
書
ノ
煙
草
入
髑
髏
ノ
根
附
△
草
津
産
木
片
根
付
△
煙
管
（
全
部
金
製
）
一
太
神
宮
（
１
）火
用
心
煙
草
入
一
ア
メ
リ
カ
烟
管
首
△
木
ノ
置
煙
草
入
△
ヒ
キ
カ
ヘ
ル
煙
草
入
△
パ
イ
プ
用
△
パ
イ
プ
ノ
軸
（
サ
ビ
タ
）
△
パ
イ
プ
（
竹
）
一
生
蕃
人
ノ
煙
管
（
軸
𠀋
（
２
））
【
五
四
丁
裏
（
八
丁
表
）】
△
自
然
木
ノ
烟
草
道
具
△
藤
ノ
実
ノ
煙
草
入
△
烟
管
（
日
本
）
大
中
小
三
本
一
仏
国
小
パ
イ
プ
△
煙
草
入
木
ノ
タ
ウ
モ
ロ
コ
シ
製三
ス
クミ
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△
煙
草
ノ
サ
シ
（
１
）（
木
製
）
△
西
洋
ノ
大
パ
イ
プ
（
練
物
）
△
台
湾
人
所
用
ノ
煙
管
△
巻
煙
草
入
（
編
物
）
△
仝
木
ノ
く
り
物
（
２
）
二
種
【
五
四
丁
表
（
八
丁
裏
）】
△
煙
管
サ
シ
（
木
ノ
筒
）
△
煙
管
（
瓢
製
）
一
北
欧
諾
威
（
１
）ノ
烟
管
一
ブ
ラ
ジ
ル
土
人
烟
管
口
△
魚
形
煙
管
サ
シ
一一
天
狗
ノ
大
烟
管
一一
幽
霊
烟
管
（
破
損
）
△
煙
管
（
全
身
洋
銀
（
２
））
【
五
三
丁
裏
（
九
丁
表
）】
△
仝
（
首
尾
銀
）
△
パ
イ
プ
（
サ
ビ
タ
）
△
煙
草
入
（
藤
木
細
工
）
第
五
架
△一
朝
鮮
人
ノ
物
差
一
朝
鮮
ノ
小
供
用
ノ
帽
子
△△
硯
一
朝
鮮
ノ
水
入
△
朝
鮮
刃
二
本
【
五
三
丁
表
（
九
丁
裏
）】
△
ア
イ
ヌ
製
作
品
一
盆
一
朝
鮮
人
ノ
カ
ウ
ス
一
台
湾
人
ノ
カ
ウ
ス
一
イ
ク
パ
シ
ユ
イ
（
１
）
酒
ヲ
ノ
ム
ト
キ
ニ
ヒ
ゲ
ヲ
上
ル
ヘ
ラ
（
２
）
一
熊
祭
（
３
）ニ
用
フ
ル
花
矢
一
ア
イ
ヌ
製
作
小
舟
（
ク
レ
カ
シ
）
竹
ト
金
具
二
個
ゴ
ム附
陶器
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一
舟
ノ
カ
イ
（
ア
ス
ナ
プ
）
一
北
海
道
土
人
製
ノ
カ
ゴ
一
北
海
道
土
人
所
有
ノ
梭
（
４
）
一
椰
子
ノ
実
ノ
花
差
一
台
湾
椰
子
ノ
実
【
五
二
丁
裏
（
一
〇
丁
表
）】
一
琉
球
カ
ン
ザ
シ
一
琉
球
泡
盛
入
蛮
（
１
）
一
生
蕃
人
ノ
食
器
△
扇
子
一
生
蕃
所
持
の
台
湾
ノ
蛮
刀
一
台
湾
生
蕃
人
彫
刻
魚
形
一
台
湾
占
器
一
蕃
界
ノ
藤
ノ
実
一
小
笠
原
（
２
）製
煙
草
入
一
林
投
樹
（
３
）ノ
葉
▲
【
五
二
丁
表
（
一
〇
丁
裏
）】
一
生
蕃
所
有
ノ
器
物
一
台
湾
新
竹
庁
（
１
）管
内
蕃
地
（
２
）
内
湾
渓
ノ
上
流
ブ
ロ
ワ
ン
社
（
３
）
蕃
人
（
４
）所
有
ノ
弁
当
一
伊
豆
大
島
（
５
）婦
人
鉢
巻
用
ノ
手
拭
一
伊
豆
大
島
衣
服
ノ
紋
形
一
伊
豆
大
島
婦
人
新
帯ノ
タ
ス
キ
第
六
架
△
石
一
ア
メ
リ
カ
製
パ
イ
プ
△
筆
立
【
五
一
丁
裏
（
一
一
丁
表
）】
△
鳥
△△
水
入
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△
石
一
北
極
海
夜
半
太
陽
不
没
地
（
１
）紀
念
一
印
度
採
集
ノ
水
葉
△一
ミ
ユ
ヘ
ン
（
２
）ビ
ー
ヤ
ノ
紀
念
物
△
狸
△
画
△△
那
威
ラ
ッ
プ
人
ノ
家
ニ
テ
求
メ
シ
木
片
【
五
一
丁
表
（
一
一
丁
裏
）】
一
支
那
ノ
扇
子
一
濠
州
タ
ウ
ン
ス
ビ
ル
紀
念
品
△
人
形
一
南
米
土
人
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ヲ
混
和
ス
ル
器
一
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
製
一
鴨
緑
江
ノ
戦
（
１
）ニ
テ
得
タ
ル
露
兵
ノ
黒
カ
バ
ン
一
瑞
西
（
２
）ノ
景
一
欧
州
最
北
ニ
住
ス
ル
蕃
人
ラ
ッ
プ
人
種
製
作
品
一
印
度
婦
人
ノ
装
飾
品
一
米
国
新
約
克
（
３
）養
老
園
訪
問
ノ
節
九
十
四
才
ノ
老
婦
人
ヨ
リ
【
五
〇
丁
裏
（
一
二
丁
表
）】
貰
ヒ
ウ
ケ
タ
ル
モ
ノ
婦
人
手
製
ノ
針
差
△一
英
国
温
泉
場
バ
ス
町
（
１
）
一
中
央
亜
非
利
加
（
２
）帽
子
一
満
州
ノ
タ
ヽ
キ
△
石
△
グ
ラ
ス
ノ
靴
ノ
形
△
狸
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△
ゴ
レ
ギ
オ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
レ
大
ノ
モ
レ
ノ
（
メ
タ
ル
）
一
南
米
瓢
箪
（
マ
テ
茶
（
３
）ヲ
呑
ム
器
△
【
五
〇
丁
表
（
一
二
丁
裏
）】
△
布ヌノフ
ク
ロ袋
△
図
一
濠
州
メ
ル
ボ
ル
ン
（
１
）
△
玩
具
一
濠
州
フ
カ
魚
（
２
）ノ
歯
△
瓢
箪
△
貨
幣
数
箇
△
図
一
支
那
国
羽
団
扇
一
奉
天
（
３
）北
陵
（
４
）
古
瓦
△
扇
子
一
ラ
ツ
プ
人
種
ノ
「
コ
リ
カ
ゴ
（
５
）」
模
型
【
四
九
丁
裏
（
一
三
丁
表
）】
△
独
鈷
（
１
）
△
文
鎮
一
台
湾
人
婦
人
ノ
靴
△
珠
数
一
南
洋
ノ
水
夫
鳥
一
菅
公
千
年
祭
筆
△
文
鎮
△
筆
第
七
架
△
藤
盆
一
肥
後
日
奈
久
（
２
）竹
細
工
一
会
津
奇
木
【
四
九
丁
表
（
一
三
丁
裏
）】
一
上
州
草
津
（
１
）（
木
）
一
上
州
四
万
温
泉
（
２
）産
製
（
木
）
一
四
万
山
中
産
（
木
ノ
根
）
一
伊
豆
（
木
ノ
根
）
△
机
ノ
上
ニ
飾
ル
様
ノ
モ
ノ
（
木
）
△
馬
蹄
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△
傘
提
灯
一
日
奈
子
（
３
）細
工
△
木
ノ
盃
一
秋
田
県
ノ
蝋
燭
代
用
ノ
松
脂
（
４
）
一
越
後
国
赤
倉
（
５
）製
（
カ
ゴ
）
一
美
濃
国
郡
上
郡
東
村
（
６
）
【
四
八
丁
裏
（
一
四
丁
表
）】
△
鉄
瓶
シ
キ
（
１
）
一
飛
騨
高
山
（
２
）製
文
鎮
（
二
）
一
美
作
苫
田
郡
（
３
）山
間
（
福
助
）
（
二
）
△
盃
△
鉄
瓶
シ
キ
一
高
松
鯨
歯
一
箱
根
山
椒
木
ノ
筆
立
一
高
松
鯨
ノ
茶
器
一
越
後
万
上
塗
物
△
△
人
形
（
桐
木
）
△
魚
ヲ
ツ
ル
針
【
四
八
丁
表
（
一
四
丁
裏
）】
一
美
濃
国
郡
上
郡
八
幡
町
（
１
）
形
似
具
△
木
ノ
一
美
濃
国
郡
上
郡
八
幡
町
（
虫
食
ノ
木
）
一
相
州
鎌
倉
（
２
）
貝
ヲ
掘
ル
器
△
鍬
（
石
坂
禄
朗
氏
寄
贈
△
木
彫
刻
ノ
達
磨
様
一
明
治
四
十
三
年
六
月
初
旬
浴
于
草
津
温
泉
易
以
此
杓
灌
頂
是
其
紀
念
也
（
３
）
井
上
甫
水
（
４
）
一
秋
田
県
尾
去
沢
（
５
）鉱
石
筆
架
【
四
七
丁
裏
（
一
五
丁
表
）】
東
林
寺
所
贈
の
床
飾
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△
鉄
瓶
シ
キ
（
三
）
△
マ
ル
イ
入
物
（
木
）
△
木
盆
（
三
）
太
宰
府
△
扇
子
形
箸
入
△
木
ノ
コ
ロ
（
文
鎮
ノ
セ
）
△
竹
ノ
根
彫
刻
セ
タ
ル
（
１
）モ
ノ
（
男
山
）
△
四
万
製
盃
△
十
和
田
名
産
ノ
鉄
瓶
シ
キ
△
盃
（
土
）
△
鉄
瓶
シ
キ
（
二
）
△
草
津
産
（
コ
ケ
）
【
四
七
丁
表
（
一
五
丁
裏
）】
一
肥
後
日
奈
久
人
形
△
木
ノ
文
鎮
△
土
盃
一
埼
玉
県
秩
父
方
面
（
１
）ニ
テ
正
月
松
飾
リ
ヲ
取
リ
タ
ル
跡
ヘ
建
ツ
ル
モ
ノ
△
松
脂
△
煙
草
灰
落
ノ
様
ナ
モ
ノ
一
相
州
三
崎
（
２
）ニ
テ
得
タ
ル
ふ
ぐ
ノ
皮
一
山
形
県
使
用
鍬
ノ
泥
除
一
越
後
国
田
上
村
（
３
）七
不
思
議
ノ
一
ナ
ル
繋
ぎ
榧
（
４
）
一
飛
騨
国
高
山
製
ノ
鉄
瓶
シ
キ
一
江
州
多
賀
神
社
（
５
）ノ
寿
命
杓子
（
６
）
【
四
六
丁
裏
（
一
六
丁
表
）】
一
伊
豆
伊
東
（
１
）
奇
木
一
飛
騨
ノ
拭
糞
器
（
二
）
一
越
後
妙
香
山
（
２
）腹
赤
倉
産
寄
木
一
但
馬
湯
村
（
３
）小
学
生
徒
ノ
作
リ
タ
ル椀
（
４
）
一
山
形
県
庄
内
海
波
ニ
生
ズ
ル
筆
草
（
５
）
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一
修
善
寺
木
根
ノ
煙
草
入
一
上
州
四
万
（
６
）
山
中
産
（
木
）
一
因
州
吉
岡
温
泉
（
７
）製
煙
草
入
一
福
島
県
田
村
町
㊍
△
竹
ノ
根
入
物
一
上
州
草
津
ノ
木
一
箱
根
ノ
埋
木
【
四
六
丁
表
（
一
六
丁
裏
）】
一
修
善
寺
（
１
）
盃
一
越
後
赤
倉
製
カ
ゴ
ダ
ル
マ
一
茄
子
ノ
形
ノ
文
鎮
一
伊
豆
樟
▲
木
ノ
根
ノ
入
物
△
蛇
様
ノ
木
一
高
野
山
の
ウ
ス
一
奥
村
又
八
郎
城
（
２
）跡
ヨ
（
３
）出
ヅ
ル
焼
米
焼
麦
一
桜
皮
煙
草
入
一
白
根
山
ノ
コ
ケ
【
四
五
丁
裏
（
一
七
丁
表
）】
第
八
架
∠
（
１
）
△
釜
敷
四
一
鶴
喜
ソ
バ
（
２
）
一
光
遠
木
（
３
）
一
安
芸
ノ
宮
島
（
４
）ニ
テ
エ
タ
ル
木
一
笠
置
山
（
５
）（
木
）
一
福
島
県
信
夫
郡
瑞
穂
（
６
）
△
埋
木
盆
△
釜
敷
（
四
）
△
蓮
ノ
実
キ
ノ
コ
箱
入
一
急
須
一
美
濃
国
郡
上
郡
（
７
）ノ
蛭
木
【
四
五
丁
表
（
一
七
丁
裏
）】
△
籠
製
ノ
蛇
△
瓢
箪
一
飛
騨
白
川
（
１
）ノ
器
物
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一
八
幡
町
ノ
椀
一
山
形
県
ベ
ラ
△
山
形
県
山
中
ノ
杓
子
△
木
ノ
根
一
秋
田
県
ノ
華
入
一
傘
提
灯
一
木
曽
お
ろ
し
く
し
（
２
）
一
マ
ゲ
ワ
ッ
パ
（
３
）
一
蕃
界
（
４
）ノ
蔓
物
【
四
四
丁
裏
（
一
八
丁
表
）】
△
釜
敷
一
秋
田
県
ヤ
ス
（
１
）
一
小
笠
原
島
唐
辛
木
（
２
）
一
白
川
ノ
茶
杓
一
杓
一
秋
田
県
ノ
石
器
一
滋
賀
県
杓
子
△
舟
形
△
巻
簾
【
四
四
丁
表
（
一
八
丁
裏
）】
〔
記
載
な
し
〕
【
四
三
丁
裏
（
一
九
丁
表
）】
北
側
上
段・
八
郎
湖
（
１
）張
切
網
模
型
１
・
メ
キ
シ
コ
松
カ
サ
２
・
木
ノ
箱
３
・
火
鉢
４
・
飛
騨
農
夫
使
用
ノ
皮
５
・
印
度
製
作
品
６
・
大
ナ
ル
キ
ノ
コ
７
・
福
島
県
七
郷
村
（
２
）よ
り
出
づ
る
木
８
南
米
土
人
用
靴
・
籠
提
灯
９
・
大
ナ
ル
キ
ノ
コ
10
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【
四
三
丁
表
（
一
九
丁
裏
）】
上
段
十
一
品
二
段
・
登
山
用
ノ
杖
１
・
都
路
地
火
鉢
２
・
木
コ
ロ
３
・
木
コ
ロ
４
・
木
コ
ロ
５
・
越
後
六
角
提
灯
６
・
メ
キ
シ
コ
土
人
草
鞋
７
・
秋
田
県
ミ
ツ
カ
イ
８
・
フ
カ
グ
ツ
（
１
）
９
・
フ
カ
グ
ツ
10
二
段
十
品
【
四
二
丁
裏
（
二
〇
丁
表
）】
三
段
・
山
形
県
赤
子
ノ
尻
ニ
シ
ク
「
イ
ズ
メ
（
１
）」
・
琉
球
提
灯
２
・
南
米
土
人
ノ
火
オ
コ
シ
３
・
秋
田
県
ボ
ン
ブ
ク
４
・
秋
田
県
コ
ン
ロ
５
・
秋
田
県
ズ
ン
ベ
イ
（
２
）
６
・
越
後
の
雪
中
ク
ツ
７
・
芝
山
仁
尊
（
３
）
足
袋
８
・
恵
比
寿
屋
根
鋪
草
履
９
・
レ
ン
ジ
ャ
ク
10
【
四
二
丁
表
（
二
〇
裏
）】
三
段
十
品
五
段
（
１
）
１
・
山
形
県
草
鞋
（
雪
中
）
２
・
韓
国
ノ
草
鞋
３
・
秋
田
県
ノ
カ
ヽ
リ
４
・
ツ
マ
ガ
ケ
（
２
）
５
・
秋
田
県
ノ
鏡
餅
乾
燥
器
（
３
）
６
・
秋
田
県
ノ
ド
ウ
（
４
）
７
・
越
後
ノ
カ
ン
ジ
キ
（
５
）
８
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・
支
那
ノ
草
履
９
・
善
光
寺
草
履
10
【
四
一
丁
裏
（
二
一
丁
表
）】
・
秋
田
県
ワ
ラ
グ
ツ
11
五
段
拾
品
四
段
・
山
形
県
鉈
袋
１
・
阿
波
ノ
箒
２
・
鹿
児
島
箒
３
・
キ
ビ
ガ
ラ
ノ
箒
４
・
丹
波
船
井
郡
（
１
）ハ
タ
キ
・
支
那
婦
人
ノ
靴
６
・
鎌
倉
ノ
ハ
タ
キ
７
・
山
形
県
汁
杓
子
８
【
四
一
丁
表
（
二
一
丁
裏
）】
・
埼
玉
県
竹
縄
（
１
）
９
・
白
川
ノ
汲
水
品
（
２
）
10
・
埼
玉
県
秩
父
ノ
箒
11
四
段
十
一
品
六
段
・
熊
本
御
免
下
駄
（
３
）
１
・
秋
田
県
ク
チ
ャ
ボ
ン
２
・
山
形
市
ノ
氷
ス
ベ
キ
（
４
）下
駄
３
・
佐
賀
小
城
町
（
５
）魔
除
締
縄
（
６
）
４
・
徳
島
県
乾
柿
包
５
・
秩
父
山
中
ノ
杖
６
・
秋
田
県
カ
ン
ジ
キ
７
【
四
〇
丁
裏
（
二
二
丁
表
）】
・
鹿
児
島
提
灯
８
・
福
島
県
ノ
「
ス
イ
ノ
フ
（
１
）」
・
佐
渡
ザ
ル
10
・
秋
田
県
コ
ダ
シ
（
２
）
11
・
備
後
ノ
脚
半
12
六
段
十
二
品
七
段
・
越
後
ツ
マ
ガ
ケ
（
３
）
１
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・
越
後
雪
下
駄
（
４
）
２
・
韓
国
ノ
ワ
ラ
ジ
３
【
四
〇
丁
表
（
二
二
丁
裏
）】
一
越
後
今
町
（
１
）足
袋
４
・
越
後
ノ
足
ガ
ラ
ミ
５
・
秋
田
県
権
平
（
２
）
６
・
仝
７
・
福
島
県
ツ
マ
コ
（
３
）
８
・
秋
田
県
ツ
マ
ゴ
（
４
）
９
・
朝
鮮
下
駄
10
・
秋
田
県
ワ
ラ
グ
ツ
11
・
仁
王
尊
（
５
）名
物
足
袋
12
・
秋
田
県
ヘ
ト
ロ
（
６
）
13
七
段
十
三
品
【
三
九
丁
裏
（
二
三
丁
表
）】
八
段
・
台
湾
人
ノ
草
鞋
１
・
雪
中
用
下
駄
新
案
２
・
下
駄
？
（
１
）
３
・
肥
後
熊
本
下
駄
４
・
草
鞋
？
（
二
）
５
・
鹿
児
島
県
ノ
ハ
ナ
オ
６
・
秋
田
県
シ
ン
平
７
・
琉
球
草
履
８
・
支
那
草
履
９
【
三
九
丁
表
（
二
三
丁
裏
）】
八
段
九
品
下
段
・
越
後
ノ
ク
ツ
１
・
男
鹿
半
島
（
１
）靴
２
・
男
鹿
半
島
雪
中
ハ
キ
モ
ノ
３
・
雪
中
下
駄
新
案
四
・
庄
内
地
方
ノ
深
グ
ツ
５
・
山
形
県
村
山
郡
（
２
）ノ
６
雪
中
草
鞋
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・
山
形
県
庄
内
地
方
７
ノ
メ
ザ
ウ
（
３
）
【
三
八
丁
裏
（
二
四
丁
表
）】
・
ワ
ラ
ジ
？
８
・
草
履
？
９
・
有
馬
温
泉
（
１
）場
ノ
10
草
履
一
山
形
県
村
山
郡
11
ノ
婦
人
用
氷
靴
一
上
州
伊
香
保
（
２
）下
駄
２
一
佐
賀
県
及
ビ
熊
本
県
ノ
御
免
下
駄
13
一
韓
国
ノ
ワ
ラ
ジ
14
一
北
海
道
ア
イ
ヌ
製
下
駄
【
三
八
丁
表
（
二
四
丁
裏
）】
一
下
駄
？
16
下
段
十
六
品
西
側
上
段
・
埋
木
海
松
１
・
？
（
木
）
２３
一
摂
津
国
能
勢
山
（
１
）中
４
花
立
桶
一
鎌
倉
ふ
ぐ
提
灯
５
一
南
洋
サ
モ
ア
島
（
２
）
土
人
腰
巻
６
【
三
七
丁
裏
（
二
五
丁
表
）】
一
琉
球
福
神
図
７
一
支
那
台
湾
民
家
奉
崇
ノ
仏
像
図
８
一
山
形
県
村
山
郡
地
方
農
家
婦
人
用
茣
蓙
一
越
前
ニ
テ
用
フ
ル
雨
傘
掛
九
品
【
三
七
丁
表
（
二
五
丁
裏
）】
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二
段
一
ゴ
ザ
一
？
一
暹
羅
僧
服
一
飛
騨
国
白
川
郷
所
用
笠
一
秘
露
（
１
）国
山
間
土
人
被
服
一
山
形
県
村
山
郡
地
方
ノ
男
子
用
笠
【
三
六
丁
裏
（
二
六
丁
表
）】
一
秋
田
県
の
荷
負
器
セ
ナ
カ
ア
テ
一
佐
渡
（
１
）小
学
児
童
ノ
雨
具
一
台
湾
人
ノ
笠
一
秋
田
県
農
事
用
笠
一
支
那
広
東
製
ア
ン
ペ
テ
（
２
）炭
物
用
袋
一
紀
州
農
民
用
笠
一
越
後
藁ワラ
ボ
シ
【
三
六
丁
表
（
二
六
丁
裏
）】
一
秋
田
県
雪
中
用
雨
具
ミ
ノ
ボ
シ
一
山
形
県
庄
内
学
校
生
徒
雨
具ゴ
ザ
ボ
シ
十
五
品
三
段
一
琉
球
昔
時
藩
王
ノ
足
袋
一
朝
鮮
足
袋
一
佐
渡
ニ
テ
稲
虫
ヲ
払
フ
器
【
三
五
丁
裏
（
二
七
丁
表
）】
一
羽
前
庄
内
婦
人
帽
一
名
ド
ウ
モ
カ
ウ
モ
（
１
）
一
山
形
県
庄
内
農
用
ノ
バ
ン
ド
リ
（
２
）
一
モ
ヽ
ヒ
キ
（
モ
ン
ペ
）
秋
田
所
用
一
モ
ヽ
ヒ
キ
（
モ
ン
ペ
）
塩
原
所
用
一
越
後
ニ
テ
雪
ヲ
取
リ
払
フ
コ
ス
キ
（
３
）
八
品
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【
三
五
丁
表
（
二
七
丁
裏
）】
中
央上
ノ
部
一
鹿
児
島
提
灯
一
生
蕃
人
所
用
袋
一
朝
鮮
提
灯
一
南
米
套
ポ
ン
チ
ヤ
ウ
（
１
）
【
三
四
丁
裏
（
二
八
丁
表
）】
東
側
妖
怪
棚
（
１
）
第
一
架
一
猫
（
石
像
）
一
ビ
リ
ケ
ン
（
土
像
）
一
狸
（
土
像
）
一
（
木
像
）
狸
ノ
木
魚
一
稲
荷
（
石
像
）
一
猿
（
着
物
姿
）（
土
）
【
三
四
丁
表
（
二
八
丁
裏
）】
第
二
架
一
笠
冠
り
ノ
熊
（
土
像
）
一
狸
ノ
洋
服
姿
（
土
）
一
茣
蓙
着
（
１
）酒
徳
利
魚
持
チ
タ
ル
狸
ノ
煙
草
入
（
サ
シ
（
２
）人
間
緒
締
稲
荷
面
）（
木
）
一
狸
（
木
）
一
髑
髏
（
石
）
【
三
三
丁
裏
（
二
九
丁
表
）】
第
三
架
一
笠
冠
り
ノ
熊
（
土
）
一
ビ
リ
ケ
ン
の
提
灯
持
（
土
）
一
大
狸
（
木
）
一
狸
（
香
木
）
一
狸
（
酒
徳
利
持
チ
）（
土
）
一
天
狗
面
【
三
三
丁
表
（
二
九
丁
裏
）】
第
四
架
一
髑
髏
ニ
三
ス
ク
ミ
（
１
）（
木
）
一
稲
荷
像
（
石
）
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一
大
猫
（
土
）
一
鬼
（
土
）
一
達
磨
（
土
）
【
三
二
丁
裏
（
三
〇
丁
表
）】
第
五
架
一
人
間
像
（
土
）
一
狸
ノ
書
キ
タ
ル
字
写
真
一
木
魚
香
炉
（
土
）
一
着
物
着
ノ
狸
（
木
）
第
六
架
一
ハ
ー
ト
形
板
一
日
露
戦
争
中
異
様
ノ
笹
葉
（
銃
形
ノ
模
様
附
）
【
三
二
丁
表
（
三
〇
丁
裏
）】
一
木
像
（
観
音
）
一
狸
（
木
）
一
雨
傘
冠
り
ノ
狸
（
木
）
一
金
製
蛇
一
面
附
ノ
土
瓶
一
酒
通
ヲ
持
テ
ル
狸
（
土
）
一
金
製
蛇
形
蝋
燭
立
テ
【
三
一
丁
裏
（
三
一
丁
表
）】
珍
器
棚
（
１
）
上
段
一
鳩
形
（
自
然
香
木
）
一
妖
怪
印
（
海
松
一
西
蔵
通
用
貨
幣
一
生
蕃
彫
刻
物
（
人
間
）
一
台
湾
生
蕃
旧
貨
幣
【
三
一
丁
表
（
三
一
丁
裏
）】
一
煙
管
？
（
金
）
一
佐
渡
ノ
狸
文
鎮
一
印
度
仏
陀
伽
野
（
１
）ヨ
リ
将
来
（
石
）
仏
像
彫
刻
一
暹
羅
仏
（
金
）
一
鯨
ノ
耳
中
ノ
骨
石
（
２
）
一
生
蕃
ノ
パ
イ
プ
一
富
士
山
ヨ
リ
出
セ
ル
蚯
蚓
石
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【
三
〇
丁
裏
（
三
二
丁
表
）】
一
南
ア
メ
リ
カ
土
人
彫
刻
ノ
偶
像
（
木
）
一
南
米
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
特
産
ノ
動
物
下
段
一
生
蕃
人
製
品
（
土
製
舟
形
）
一
塩
原
自
然
木
一
南
洋
産
天
然
石
一
味
柑
ノ
皮
ニ
テ
作
リ
タ
ル
水
呑
【
三
〇
丁
表
（
三
二
丁
裏
）】
一
南
米
ノ
マ
テ
ト
名
ズ
ク
ル
木
葉
ヲ
飲
用
ス
ル
器
瓢
箪
一
如
意
霊
芝
形
自
然
木
一
ブ
ラ
ジ
ル
土
人
焼
物
一
宝
珠
ノ
玉
一
小
笠
原
産
ノ
亀
一
ラ
ッ
プ
人
製
作
ノ
馴
鹿
（
１
）角
パ
イ
プ
一
馬
（
土
）
【
二
九
丁
裏
（
三
三
丁
表
）】
一
煙
草
入
（
髑
髏
形
竹
製
南
側
一
藁
人
形
五
品
山
形
県
庄
内
地
方
ニ
テ
毎
年
盆
ニ
使
用
ス
ル
人
形
（
１
）
一
朝
鮮
魔
除
人
形
（
藁
細
工
）
一
備
前
焼
（
２
）
獅
子
火
鉢
（
土
）
【
二
九
丁
表
（
三
三
丁
裏
）】
北
側
二
階
（
１
）
一
不
動
明
王
ノ
画
像
（
２
）
一
文
殊
菩
薩
木
像
（
３
）
一
閻
魔
像
（
４
）
補
注
【
六
一
丁
裏
（
一
丁
表
）】
（
１
）
瓢
箪
山
稲
荷
神
社
（
現
大
阪
府
東
大
阪
市
）
で
行
わ
れ
る
辻
占
。
井
上
円
了
は
、『
迷
信
解
』（
明
治
三
七
年
）、
お
よ
び
258
『
迷
信
と
宗
教
』（
大
正
五
年
）
で
、
日
本
の
社
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
吉
凶
占
い
（
御
籤
）
に
つ
い
て
、「
そ
の
種
類
も
幾
と
お
り
も
あ
る
が
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
易
筮
の
ご
と
く
人
の
決
心
を
定
む
る
に
過
ぎ
ぬ
。」
と
述
べ
た
う
え
で
、
辻
占
を
「
一
種
の
戯
れ
に
ひ
と
し
き
も
の
」
と
評
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
九
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
、
六
五
一
頁
、
お
よ
び
『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
〇
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
九
頁
）。
（
２
）
明
治
二
三
年
二
月
発
行
の
『
天
則
』
第
一
編
第
一
二
号
に
、
「
哲
学
館
ニ
古
像
古
書
ヲ
蒐
集
ス
ル
旨
趣
」
と
題
し
た
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
東
洋
学
の
振
興
の
た
め
、
哲
学
館
に
「
古
書
貯
蔵
室
」
と
「
古
像
陳
列
所
」
を
設
置
し
て
文
献
資
料
の
ほ
か
、
仏
神
像
や
神
器
・
仏
具
な
ど
、「
古
学
ノ
考
証
」
に
欠
か
せ
な
い
品
物
を
収
集
す
る
計
画
が
公
に
さ
れ
て
い
る
（『
天
則
』
第
一
編
第
一
二
号
、
哲
学
書
院
、
一
八
九
〇
年
、
広
告
三
頁
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
仏
神
像
な
ど
の
収
集
活
動
は
、
す
で
に
明
治
二
〇
年
代
前
半
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３
）
浦
佐
毘
沙
門
堂
。
現
新
潟
県
魚
沼
市
。
【
六
〇
丁
表
（
二
丁
裏
）】
（
１
）
エ
ジ
プ
ト
。
（
２
）
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
。
エ
ジ
プ
ト
。
井
上
円
了
の
第
三
回
海
外
視
察
の
紀
行
文
『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
は
、「
前
後
三
回
の
足
跡
」
と
し
て
、
第
一
回
か
ら
三
回
ま
で
の
海
外
視
察
で
停
留
し
た
場
所
の
地
名
が
一
覧
的
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
円
了
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
六
月
か
ら
翌
年
六
月
に
か
け
て
行
っ
た
第
一
回
海
外
視
察
の
際
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
過
す
る
直
前
に
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
を
訪
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
四
四
一
頁
）。
（
３
）
当
初
、「
購
フ
」
と
書
い
た
も
の
を
「
購
ヒ
」
に
訂
正
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
。
（
４
）
瀬
戸
物
の
意
味
か
。
あ
る
い
は
、「
七
」
か
。
【
五
九
丁
裏
（
三
丁
表
）】
（
１
）
シ
ャ
ム
（
暹
羅
）。
現
在
の
タ
イ
。
井
上
円
了
は
、
生
涯
三
度
に
わ
た
る
世
界
旅
行
（
海
外
視
察
）
で
は
シ
ャ
ム
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
。
（
２
）
チ
ベ
ッ
ト
。
当
時
、
チ
ベ
ッ
ト
は
外
国
人
の
入
国
を
極
端
に
制
限
し
て
お
り
、
当
然
な
が
ら
井
上
円
了
自
身
、
チ
ベ
ッ
ト
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、『
西
航
日
録
』（
明
治
三
七
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
一
一
月
か
ら
同
三
六
年
七
月
に
か
け
て
行
っ
た
第
二
回
海
外
視
察
の
途
上
、
イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
際
に
、
哲
学
館
出
身
者
で
チ
ベ
ッ
ト
に
入
国
し
た
経
験
を
も
つ
河
口
慧
海
の
案
内
で
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
チ
ベ
ッ
ト
人
住
宅
や
ラ
マ
寺
を
訪
れ
、「
チ
ベ
ッ
ト
風
の
生
活
」
を
体
験
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
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記
』、
一
七
〇
│
一
七
一
頁
）。
（
３
）
マ
ニ
車
の
こ
と
か
。
哲
学
堂
で
公
開
さ
れ
て
い
た
井
上
円
了
の
収
集
品
の
多
く
が
、
現
在
、
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
の
な
か
に
「
西
蔵
国
ノ
仏
器
」
と
書
か
れ
た
紙
札
の
付
い
た
マ
ニ
車
が
存
在
し
て
い
る
。
（
４
）
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
発
行
の
『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
二
号
の
口
絵
に
、
哲
学
館
の
館
友
で
台
湾
に
居
住
す
る
足
立
格
致
か
ら
井
上
円
了
に
贈
ら
れ
た
「
仏
像
」
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
表
紙
裏
に
付
さ
れ
た
解
説
文
に
は
、
こ
の
像
は
台
湾
で
は
「
仏
像
」
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
果
た
し
て
本
当
に
「
仏
像
」
な
の
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
像
を
「
妖
怪
」
の
一
種
と
し
て
誌
上
に
掲
載
し
た
と
あ
る
（『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
六
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
七
│
一
五
八
頁
）。
こ
の
「
仏
像
」
の
実
物
は
、
現
在
、
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
像
と
と
も
に
保
存
さ
れ
て
い
る
紙
札
に
は
「
台
湾
仏
﹇
﹈」（﹇
﹈
は
欠
損
、「
台
湾
仏
像
」
か
）
と
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
断
定
は
で
き
な
い
が
、
翻
刻
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
台
湾
仏
像
」
は
、『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
【
五
九
丁
表
（
三
丁
裏
）】
（
１
）
大
宮
孝
潤
（
お
お
み
や
・
こ
う
に
ん
）
は
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
哲
学
館
を
卒
業
し
た
。『
西
航
日
録
』（
明
治
三
七
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
が
第
二
回
海
外
視
察
の
途
上
、
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル
カ
タ
）
を
訪
れ
た
際
に
は
、
大
宮
は
こ
の
地
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
研
究
に
従
事
し
て
い
た
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
一
六
八
頁
）。
カ
ル
カ
ッ
タ
滞
在
中
、
円
了
は
大
宮
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
便
宜
を
受
け
て
お
り
、「
大
宮
氏
の
厚
意
を
か
た
じ
け
の
う
す
る
こ
と
一
方
な
ら
ず
、
氏
の
奔
走
周
旋
、
実
に
至
れ
り
尽
く
せ
り
と
い
う
べ
し
。」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
一
七
六
頁
）。
こ
の
ほ
か
、
大
宮
は
、「
釈
尊
の
降
誕
」
に
関
わ
り
の
あ
る
「
無
憂
樹
の
葉
」（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
一
七
五
頁
）
や
、「
イ
ン
ド
人
の
携
帯
せ
る
守
り
札
」（『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
四
号
、『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
六
巻
、
一
六
五
・
一
七
二
頁
）
と
い
っ
た
品
物
を
提
供
す
る
な
ど
、
円
了
の
収
集
活
動
に
も
協
力
し
て
い
る
。
な
お
、『
南
船
北
馬
集
』
第
一
〇
編
（
大
正
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
大
宮
は
帰
国
し
た
後
に
茨
城
県
稲
敷
郡
生
板
村
（
現
稲
敷
郡
河
内
町
）
の
満
足
山
妙
行
寺
の
住
職
と
な
り
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
一
二
月
一
日
に
は
茨
城
県
巡
講
を
終
え
た
円
了
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
八
年
、
二
〇
三
│
二
〇
四
頁
）。
（
２
）
貝
葉
（
ば
い
よ
う
）
は
貝
多
羅
葉
の
略
称
で
、
ヤ
シ
科
の
植
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物
の
葉
か
ら
つ
く
ら
れ
る
。
紙
が
普
及
す
る
以
前
、
古
代
イ
ン
ド
で
は
経
文
の
書
写
に
用
い
ら
れ
た
ほ
か
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
一
帯
で
も
文
字
等
を
筆
記
す
る
の
に
使
用
さ
れ
た
。
（
３
）
ス
リ
ラ
ン
カ
。
（
４
）
数
珠
。
（
５
）
伏
見
稲
荷
大
社
。
現
京
都
市
伏
見
区
。
（
６
）
菅
原
道
真
。
井
上
円
了
は
、
日
本
、
中
国
、
イ
ン
ド
か
ら
あ
わ
せ
て
六
人
の
人
物
を
、
東
洋
を
代
表
す
る
賢
人
（
六
賢
）
と
し
て
選
定
し
、
日
本
か
ら
は
聖
徳
太
子
と
と
も
に
菅
原
道
真
を
選
ん
で
い
る
。
哲
学
堂
の
庭
内
に
建
設
し
た
「
六
賢
台
」
の
内
部
に
は
、
前
号
（『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
第
二
二
号
）
で
翻
刻
し
た
円
了
の
収
集
品
と
と
も
に
、
洋
画
家
・
中
沢
弘
光
に
描
か
せ
た
六
賢
の
油
彩
肖
像
画
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
【
五
八
丁
裏
（
四
丁
表
）】
（
１
）
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ビ
ル
マ
。
ビ
ル
マ
は
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
。
（
２
）
「
将
来
」
は
外
国
な
ど
の
よ
そ
の
土
地
か
ら
持
っ
て
き
た
こ
と
を
指
す
こ
と
ば
で
、
こ
こ
で
は
ス
リ
ラ
ン
カ
よ
り
伝
来
し
た
品
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
（
３
）
四
念
処
経
。
仏
教
の
経
典
の
ひ
と
つ
。
（
４
）
『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
第
三
回
海
外
視
察
で
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
八
日
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
後
、「
前
賢
遺
跡
探
検
」
と
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
生
誕
地
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
円
了
が
ス
ト
ラ
ト
フ
ォ
ー
ド
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
生
誕
地
を
訪
れ
た
の
は
、
ロ
ン
ド
ン
到
着
か
ら
九
日
後
の
七
月
一
七
日
の
こ
と
で
、
同
書
に
は
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
誕
生
室
」
の
写
真
（
絵
は
が
き
）
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
三
〇
九
・
三
一
〇
頁
）。
（
５
）
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）、
九
代
水
戸
藩
主
の
徳
川
斉
昭
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
水
戸
藩
の
藩
校
・
弘
道
館
か
。
（
６
）
シ
ャ
ム
。
【
五
八
丁
表
（
四
丁
裏
）】
（
１
）
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
。
（
２
）
霊
芝
（
れ
い
し
）
は
、
万
年
茸
（
マ
ン
ネ
ン
タ
ケ
）
の
別
名
を
も
つ
キ
ノ
コ
の
一
種
で
、
漢
方
薬
の
原
料
と
な
る
ほ
か
、
飾
り
物
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
る
。
全
体
的
に
平
べ
っ
た
く
、
半
円
、
ま
た
は
腎
形
を
し
て
お
り
、「
猿
の
腰
掛
け
」
の
名
で
も
広
く
呼
ば
れ
て
い
る
。
（
３
）
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
海
松
」
は
、
海
岸
に
生
え
た
松
で
は
な
く
、
ミ
ル
科
の
海
藻
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
海
藻
の
海
松
は
、
枝
を
広
げ
た
全
体
の
形
状
が
扇
形
、
あ
る
い
は
半
円
の
よ
う
な
形
と
な
る
。「
霊
芝
形
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
形
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状
を
と
ら
え
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
（
４
）
台
湾
の
原
住
民
族
で
あ
る
高
山
族
で
、
漢
族
と
同
化
し
て
い
な
い
人
々
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
呼
称
。
（
５
）
栃
木
県
那
須
郡
塩
原
村
か
。
現
那
須
塩
原
市
。
（
６
）
括
弧
開
き
の
脱
字
は
原
文
マ
マ
。
こ
れ
よ
り
以
降
の
丁
に
お
け
る
括
弧
開
き
・
閉
じ
の
脱
字
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
原
文
マ
マ
で
記
載
し
た
。
【
五
七
丁
表
（
五
丁
裏
）】
（
１
）
「
剣
」
の
字
体
を
確
認
す
る
た
め
に
書
い
た
も
の
か
。
（
２
）
ガ
ラ
ス
箱
。
（
３
）
補
注
１
に
同
じ
。
（
４
）
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
発
行
の
『
妖
怪
玄
談
』
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
コ
ッ
ク
リ
さ
ん
の
伝
来
に
関
し
て
、
そ
の
発
祥
地
と
さ
れ
る
伊
豆
で
現
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
明
治
一
七
年
頃
、
下
田
（
現
静
岡
県
下
田
市
）
近
傍
に
滞
在
し
た
ア
メ
リ
カ
人
が
西
洋
の
「
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
」
を
伝
え
、
こ
れ
が
日
本
で
「
コ
ッ
ク
リ
」
と
し
て
広
ま
っ
た
と
い
う
結
論
を
得
て
い
る
。
「
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
」
と
は
、
ま
ず
テ
ー
ブ
ル
の
周
囲
に
数
人
が
集
ま
り
、
手
を
出
し
て
軽
く
テ
ー
ブ
ル
に
触
れ
る
。
す
る
と
テ
ー
ブ
ル
は
ひ
と
り
で
に
回
転
を
始
め
、
人
々
の
質
問
に
応
じ
て
動
く
と
い
う
、
一
種
の
卜
占
で
あ
る
。
円
了
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
際
に
、
テ
ー
ブ
ル
の
代
用
品
と
し
て
、
三
本
の
竹
棒
を
紐
で
組
み
合
わ
せ
て
脚
に
し
、
そ
の
上
に
飯
櫃
の
ふ
た
を
載
せ
て
作
っ
た
「
コ
ッ
ク
リ
の
装
置
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
四
巻
、
柏
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
三
│
三
九
頁
）。
翻
刻
し
た
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
こ
っ
く
り
用
の
竹
」
と
は
、
こ
の
三
本
の
竹
棒
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
す
る
井
上
円
了
旧
蔵
資
料
の
な
か
に
、「
伊
豆
ニ
テ
用
□
□
こ
つ
く
り
様
ノ
木
」（
□
は
判
読
不
能
）
と
記
さ
れ
た
紙
札
が
付
い
た
三
本
一
組
の
竹
棒
が
残
さ
れ
て
い
る
。
（
５
）
宮
地
嶽
神
社
。
現
福
岡
県
福
津
市
。
（
６
）
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
青
森
か
ら
上
京
し
た
後
、
一
時
期
、
哲
学
館
大
学
に
籍
を
置
い
て
い
た
こ
と
の
あ
る
葛
西
善
蔵
は
、
井
上
円
了
の
没
後
、「
超
越
さ
れ
た
方
」
と
題
し
た
追
悼
文
に
お
い
て
、
朝
鮮
か
ら
戻
っ
て
き
た
直
後
に
円
了
が
行
っ
た
学
校
で
の
授
業
の
ひ
と
こ
ま
を
、
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
（
三
輪
政
一
編
『
井
上
円
了
先
生
』
東
洋
大
学
校
友
会
、
大
正
八
年
、
一
四
二
頁
）。
十
二
三
年
も
前
で
し
た
か
、
先
生
が
朝
鮮
の
方
か
ら
帰
ら
れ
て
、
お
土
産
の
朝
鮮
の
草
鞋
だ
と
か
笠
だ
と
か
云
つ
た
や
う
な
も
の
を
学
校
へ
持
つ
て
来
て
、
実
践
倫
理
の
時
間
に
そ
の
用
途
な
ど
説
明
さ
れ
な
が
ら
朝
鮮
の
話
を
し
て
下
さ
つ
た
時
の
こ
と
が
想
ひ
出
さ
れ
ま
す
。
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あ
の
素
朴
謹
厚
な
、
渾
然
と
し
た
風
貌
が
想
ひ
出
さ
れ
ま
す
。
（
７
）
瘤
。
【
五
六
丁
裏
（
六
丁
表
）】
（
１
）
煙
管
の
首
部
が
貝
で
で
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
２
）
サ
ー
メ
人
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
の
四
カ
国
に
ま
た
が
る
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
居
住
す
る
。『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
井
上
円
了
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
四
月
か
ら
同
四
五
年
一
月
に
か
け
て
行
っ
た
第
三
回
海
外
視
察
で
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
（
前
号
一
八
四
頁
、
一
〇
丁
表
・
補
注
１
、
お
よ
び
一
八
六
頁
、
一
四
丁
表
・
補
注
４
参
照
）
に
向
か
う
途
中
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
サ
ー
メ
人
の
集
落
で
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
目
に
し
、「
実
に
太
古
の
遺
民
な
り
」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
三
二
二
頁
）。
【
五
六
丁
表
（
六
丁
裏
）】
（
１
）
字
体
確
認
の
た
め
の
書
い
た
も
の
か
。
（
２
）
補
注
１
に
同
じ
。
（
３
）
井
上
円
了
は
、
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
台
湾
巡
講
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
の
記
録
を
収
め
た
『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
（
明
治
四
五
年
）
に
は
、
同
地
で
珍
奇
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
と
し
て
、「
竹
造
の
も
の
ヽ
多
き
こ
と
」
や
「
煙
管
の
長
三
尺
も
あ
る
も
の
を
猟
夫
の
銃
を
負
ふ
が
如
く
背
上
に
斜
め
に
負
ふ
こ
と
、
且
つ
其
全
部
竹
よ
り
成
る
こ
と
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。（
井
上
円
了
『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
、
修
身
教
会
拡
張
事
務
所
、
一
九
一
二
年
、
三
九
頁
、
引
用
部
分
は
『
井
上
円
了
選
集
』
未
所
収
）
【
五
五
丁
裏
（
七
丁
表
）】
（
１
）
煙
草
入
で
は
な
い
が
、「
達
磨
ノ
ア
ク
ビ
」
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、『
南
船
北
馬
集
』
第
二
編
（
明
治
四
二
年
）
に
、
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
七
月
、
井
上
円
了
が
北
海
道
で
の
巡
講
の
た
め
函
館
に
滞
在
中
、「
帝
室
技
芸
員
伊
東
平
左
衛
門
氏
、
達
磨
欠
伸
の
木
像
を
贈
ら
れ
た
る
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
二
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
三
六
五
頁
）。「
帝
室
技
芸
員
伊
藤
平
左
衛
門
氏
」
と
は
、
尾
張
藩
作
事
方
の
大
工
棟
梁
家
の
出
身
で
、
明
治
時
代
、
国
内
最
大
規
模
の
木
造
寺
院
建
築
で
あ
る
京
都
東
本
願
寺
御
影
堂
の
ほ
か
、
遠
州
磐
田
に
あ
る
見
付
学
校
（
現
静
岡
県
磐
田
市
）
な
ど
の
木
造
洋
風
建
築
を
手
が
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
九
代
伊
藤
平
左
衛
門
で
あ
る
。
（
２
）
山
形
県
の
日
本
海
側
、
庄
内
平
野
の
一
帯
。
（
３
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
三
編
（
大
正
六
年
）
の
大
正
五
年
の
山
形
巡
講
（
第
二
回
目
）
に
関
す
る
記
録
の
な
か
で
、
井
上
円
了
は
「
庄
内
の
タ
バ
コ
道
具
も
名
物
の
一
に
加
わ
る
。」
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と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
五
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
八
年
、
四
一
頁
）。
【
五
五
丁
表
（
七
丁
裏
）】
（
１
）
伊
勢
の
皇
大
神
宮
か
。
な
お
、「
太
神
宮
」
の
前
に
は
「
伊
勢
」
の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
墨
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
軸
丈
。
【
五
四
丁
裏
（
八
丁
表
）】
（
１
）
煙
管
差
し
か
。
煙
管
の
持
ち
運
び
用
の
入
れ
物
。
（
２
）
刳
り
物
。
【
五
四
丁
表
（
八
丁
裏
）】
（
１
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
。
（
２
）
銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
亜
鉛
の
合
金
。
洋
白
に
同
じ
。
【
五
三
丁
表
（
九
丁
裏
）】
（
１
）
イ
ク
パ
ス
イ
。
ア
イ
ヌ
の
儀
礼
用
具
。
木
を
ヘ
ラ
の
よ
う
に
平
た
く
削
り
出
し
た
も
の
で
、
表
面
に
は
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
イ
ク
パ
ス
イ
は
、
か
つ
て
日
本
の
い
く
つ
か
の
文
献
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
酒
を
飲
む
際
、
長
い
髭
が
酒
に
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
持
ち
上
げ
る
の
に
使
用
す
る
も
の
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
ア
イ
ヌ
の
伝
統
儀
礼
の
一
種
で
、
熊
送
り
、
イ
オ
マ
ン
テ
と
も
い
う
。
（
４
）
杼
に
同
じ
。
機
織
で
横
糸
を
通
す
た
め
の
道
具
。
【
五
二
丁
裏
（
一
〇
丁
表
）】
（
１
）
字
体
を
確
認
す
る
た
め
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
か
。
（
２
）
小
笠
原
諸
島
。
現
東
京
都
小
笠
原
村
。
（
３
）
タ
コ
ノ
キ
（
蛸
木
）。『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
（
明
治
四
五
年
）
に
、
次
の
よ
う
な
漢
詩
が
見
え
る
。
父
母
両
洲
蟠
太
洋
、
不
寒
不
熱
是
仙
郷
、
多
胡
樹
下
冬
猶
暖
、
加
納
舟
中
夏
自
涼
、
〔
父
母
の
両
島
は
太
平
洋
上
に
わ
だ
か
ま
り
、
寒
か
ら
ず
あ
つ
か
ら
ず
、
ま
さ
に
こ
れ
仙
人
の
住
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
蛸
の
木
の
下
は
冬
で
も
な
お
暖
か
く
、
カ
ヌ
ー
の
舟
の
中
は
夏
で
も
お
の
ず
と
涼
し
い
。〕
こ
れ
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
一
月
、
巡
講
で
小
笠
原
諸
島
に
滞
在
し
た
際
、
井
上
円
了
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
同
書
に
は
詩
中
の
「
多
胡
樹
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
「
多
胡
樹
は
林
投
樹
の
俗
称
に
し
て
、
そ
の
根
上
が
り
て
形
タ
コ
魚
に
似
た
る
に
よ
る
」
と
い
う
一
文
も
付
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
三
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
七
年
、
二
六
五
頁
、〔
〕
内
の
漢
詩
の
口
語
訳
は
同
書
に
よ
る
）。
【
五
二
丁
表
（
一
〇
丁
裏
）】
（
１
）
か
つ
て
台
湾
に
あ
っ
た
行
政
区
分
の
ひ
と
つ
。
台
湾
北
西
部
264
に
位
置
し
、
現
在
の
新
竹
県
、
新
竹
市
な
ど
が
管
内
に
含
ま
れ
る
。
（
２
）
か
つ
て
「
生
蕃
」
と
呼
ば
れ
た
台
湾
原
住
民
族
（
五
八
丁
表
〔
四
丁
裏
〕・
補
注
４
参
照
）
の
住
む
土
地
。
（
３
）
布
洛
湾
社
。
台
湾
の
原
住
民
族
の
集
落
。
（
４
）
生
蕃
。
五
八
丁
表
（
四
丁
裏
）・
補
注
４
参
照
。
（
５
）
伊
豆
諸
島
大
島
。
現
東
京
都
大
島
町
。
【
五
一
丁
裏
（
一
一
丁
表
）】
（
１
）
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
。
前
号
一
八
四
頁
、
一
〇
丁
表
・
補
注
１
、
お
よ
び
一
八
六
頁
、
一
四
丁
表
・
補
注
４
参
照
。
（
２
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
。
ド
イ
ツ
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
。
な
お
、『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
、
次
の
通
り
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
「
有
名
な
る
ビ
ー
ル
店
」
を
訪
れ
た
と
い
う
記
録
が
見
え
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
三
三
五
頁
、〔
〕
内
は
引
用
者
補
）。
〔
明
治
四
四
年
八
月
〕
十
日
、
炎
晴
。
午
前
十
時
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
着
。
金
子
恭
輔
、
井
出
健
六
、
瀬
木
本
雄
諸
氏
の
出
迎
え
あ
り
。
こ
れ
よ
り
瀬
木
氏
の
案
内
に
て
、
博
物
館
、
美
術
館
、
公
園
、
宮
城
等
を
周
覧
し
、
有
名
な
る
ビ
ー
ル
店
ホ
フ
ブ
ラ
ン
ハ
ウ
ス
に
至
り
て
喫
飯
せ
り
。
【
五
一
丁
表
（
一
一
丁
裏
）】
（
１
）
鴨
緑
江
会
戦
。
鴨
緑
江
は
中
国
と
朝
鮮
の
国
境
を
流
れ
る
川
で
、
日
露
戦
争
時
に
は
、
日
本
軍
と
ロ
シ
ア
軍
の
間
で
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ
た
。
（
２
）
ス
イ
ス
。
（
３
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
ア
メ
リ
カ
。
【
五
〇
丁
裏
（
一
二
丁
表
）】
（
１
）
イ
ギ
リ
ス
、
バ
ー
ス
。
一
世
紀
こ
ろ
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
支
配
下
で
ロ
ー
マ
式
大
浴
場
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
古
来
よ
り
温
泉
地
と
し
て
栄
え
た
。『
西
航
日
録
』（
明
治
三
七
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
第
二
回
海
外
視
察
の
途
上
、
バ
ー
ス
を
訪
れ
て
お
り
、「
こ
の
温
泉
は
ロ
ー
マ
時
代
よ
り
継
続
せ
る
も
の
に
て
、
古
代
の
遺
物
ま
た
多
し
。」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
二
二
五
頁
）。
（
２
）
中
央
ア
フ
リ
カ
。
（
３
）
井
上
円
了
は
、『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
、
「
チ
リ
に
て
は
マ
テ
と
名
づ
く
る
木
葉
を
熱
湯
に
入
れ
、
茶
の
代
わ
り
に
飲
用
す
。
こ
れ
、
ひ
と
り
チ
リ
の
み
な
ら
ず
、
南
米
一
般
に
行
わ
る
る
異
風
な
り
。」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
四
〇
五
頁
）。
【
五
〇
丁
表
（
一
二
丁
裏
）】
（
１
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
。
（
２
）
サ
メ
。
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（
３
）
現
在
の
中
国
遼
寧
省
、
瀋
陽
市
。
（
４
）
昭
陵
。
瀋
陽
（
旧
奉
天
）
に
あ
る
清
の
二
代
皇
帝
・
ホ
ン
タ
イ
ジ
（
皇
太
極
）
と
そ
の
妻
で
あ
る
孝
文
端
皇
后
の
陵
墓
。
（
５
）
ユ
リ
カ
ゴ
か
。
【
四
九
丁
裏
（
一
三
丁
表
）】
（
１
）
独
鈷
杵
（
ど
っ
こ
し
ょ
）。
密
教
で
使
用
さ
れ
る
法
具
の
ひ
と
つ
。
（
２
）
熊
本
県
葦
北
郡
日
奈
久
町
か
。
現
八
代
市
。
【
四
九
丁
表
（
一
三
丁
裏
）】
（
１
）
現
群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
。
（
２
）
現
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
。
（
３
）
日
奈
久
か
。
四
九
丁
裏
（
一
三
丁
表
）・
補
注
２
参
照
。
（
４
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
秋
田
県
南
部
巡
講
で
、
八
月
二
三
日
に
稲
庭
う
ど
ん
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
雄
勝
郡
稲
庭
町
（
現
湯
沢
市
）
を
訪
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
そ
の
と
き
の
記
録
と
し
て
、
松
脂
（
ま
つ
や
に
）
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
三
五
〇
頁
）。
雑
貨
店
に
松
ヤ
ニ
を
笹
の
葉
に
包
み
、
一
見
飴
の
ご
と
き
も
の
あ
り
。
こ
の
山
間
部
に
て
は
ろ
う
そ
く
に
代
用
す
る
と
い
う
。
太
古
の
遺
風
な
お
存
す
る
は
お
も
し
ろ
し
。
（
５
）
赤
倉
温
泉
か
。
現
新
潟
県
妙
高
市
。
（
６
）
現
岐
阜
県
下
呂
市
。
【
四
八
丁
裏
（
一
四
丁
表
）】
（
１
）
鉄
瓶
敷
。
（
２
）
現
岐
阜
県
高
山
市
。
（
３
）
現
岡
山
県
苫
田
郡
、
お
よ
び
津
山
市
の
一
部
。
【
四
八
丁
表
（
一
四
丁
裏
）】
（
１
）
岐
阜
県
郡
上
郡
八
幡
町
。
（
２
）
現
神
奈
川
県
鎌
倉
市
。
（
３
）
草
津
温
泉
の
易
（
湯
カ
）、
此
の
杓
を
以
て
灌
頂
す
、
是
れ
其
の
紀
念
な
り
。
な
お
、
井
上
円
了
は
、『
日
本
周
遊
奇
談
』
（
明
治
四
四
年
）
に
お
い
て
、「
草
津
温
泉
は
天
下
一
と
称
せ
ら
る
る
が
、
そ
の
入
浴
の
情
態
は
実
に
奇
々
妙
々
だ
。」
と
述
べ
、
草
津
温
泉
で
入
浴
す
る
際
の
し
き
た
り
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。（『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
二
九
六
│
二
九
七
頁
）
（
４
）
井
上
円
了
の
号
で
、
出
身
地
で
あ
る
新
潟
県
三
島
郡
浦
村
に
由
来
す
る
。
（
５
）
鹿
角
郡
尾
去
沢
村
。
現
鹿
角
市
。
村
内
に
は
古
く
か
ら
尾
去
沢
鉱
山
が
あ
り
、
主
に
銅
を
産
出
し
て
い
た
。
【
四
七
丁
裏
（
一
五
丁
表
）】
（
１
）
原
文
マ
マ
。
【
四
七
丁
表
（
一
五
丁
裏
）】
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（
１
）
埼
玉
県
西
部
、
秩
父
地
方
。
現
埼
玉
県
秩
父
市
、
お
よ
び
秩
父
郡
域
。
（
２
）
神
奈
川
県
三
浦
郡
三
崎
町
。
現
三
浦
市
。
（
３
）
新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上
村
。
現
南
蒲
原
郡
田
上
町
。
（
４
）
真
宗
大
谷
派
寺
院
・
了
玄
寺
に
あ
る
榧
（
か
や
）
の
木
。
こ
の
「
つ
な
ぎ
が
や
」（
繋
ぎ
榧
）
に
関
し
て
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
発
行
の
『
妖
怪
学
雑
誌
』
第
八
号
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
（『
井
上
円
了
妖
怪
学
全
集
』
第
六
巻
、
二
一
二
頁
）。
越
後
に
親
鸞
聖
人
七
不
思
議
の
一
つ
と
し
て
、
南
蒲
原
郡
田
上
村
に
榧
の
実
の
旧
跡
あ
り
。
こ
れ
、
榧
の
実
に
針
の
跡
あ
る
も
の
に
し
て
、
聖
人
が
珠
数
に
用
い
し
榧
の
実
を
取
り
て
蒔
き
た
る
も
の
が
、
後
に
生
育
し
て
か
か
る
不
思
議
を
現
せ
り
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
つ
な
ぎ
が
や
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
榧
に
は
親
鸞
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
伝
え
ら
れ
、
越
後
七
不
思
議
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
井
上
円
了
は
、『
妖
怪
学
講
義
』
合
本
第
二
冊
（
明
治
二
九
年
）
で
、
「
古
代
に
お
い
て
こ
そ
不
思
議
な
れ
、
今
日
に
あ
り
て
は
一
つ
も
不
思
議
と
す
る
に
足
ら
ず
。
み
な
物
理
的
道
理
に
よ
り
て
説
明
せ
ら
る
る
も
の
な
り
。」
と
否
定
的
見
解
を
述
べ
て
い
る
（『
井
上
円
了
妖
怪
学
講
義
』
第
一
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
九
年
、
五
八
四
頁
）。
（
５
）
近
江
国
多
賀
大
社
。
現
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
。
（
６
）
寿
命
杓
子
は
多
賀
大
社
が
頒
布
す
る
お
守
り
の
一
種
で
、
お
多
賀
杓
子
（
お
た
が
じ
ゃ
く
し
）
と
呼
ば
れ
、
延
命
長
寿
の
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。『
南
船
北
馬
集
』
第
九
編
（
大
正
三
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
二
月
一
五
日
、
滋
賀
県
巡
講
で
多
賀
村
（
現
多
賀
町
）
を
訪
れ
、
多
賀
大
社
の
「
本
社
総
本
部
」
を
会
場
に
講
演
を
行
っ
て
お
り
、
講
演
後
に
は
本
社
に
参
拝
し
て
い
る
。
同
書
に
は
、
そ
の
と
き
の
記
録
と
し
て
、「
壮
大
な
る
能
楽
堂
あ
り
。
ま
た
、
大
梵
鐘
あ
り
て
時
辰
を
報
ず
。
土
産
も
の
と
し
て
は
寿
命
杓
子
あ
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
五
四
│
五
五
頁
）。
【
四
六
丁
裏
（
一
六
丁
表
）】
（
１
）
現
静
岡
県
伊
東
市
。
（
２
）
妙
高
山
。
（
３
）
湯
村
温
泉
。
現
兵
庫
県
美
方
郡
温
泉
町
。
（
４
）
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
実
施
し
た
「
兵
庫
県
武
庫
郡
お
よ
び
但
馬
国
巡
講
」
の
際
、
湯
村
温
泉
を
訪
れ
た
際
に
入
手
し
た
も
の
か
。『
南
船
北
馬
集
』
第
七
編
（
大
正
二
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
同
年
一
一
月
一
二
日
の
午
後
、
湯
村
温
泉
で
小
学
児
童
に
対
し
て
講
話
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
小
学
校
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
木
工
部
の
実
習
」
を
見
学
し
た
円
了
は
、「
小
学
校
に
木
工
部
を
置
く
は
、
温
泉
場
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と
し
て
は
適
切
の
設
置
な
り
。」
と
評
価
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
三
巻
、
三
六
四
│
三
六
五
頁
）。
（
５
）
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
（
弘
法
麦
）
の
こ
と
か
。
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
は
、
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
多
年
草
、
ス
ゲ
の
一
種
で
、
海
辺
の
砂
地
に
群
生
す
る
。
（
６
）
四
万
温
泉
。
四
九
丁
表
（
一
三
丁
裏
）・
補
注
２
参
照
。
（
７
）
現
鳥
取
県
鳥
取
市
。
【
四
六
丁
表
（
一
六
丁
裏
）】
（
１
）
静
岡
県
田
方
郡
修
善
寺
村
。
現
伊
豆
市
。
（
２
）
美
濃
国
大
森
城
。
現
岐
阜
県
可
児
市
。
戦
国
時
代
の
武
将
・
奥
村
元
広
（
又
八
郎
）
が
築
城
し
、
自
ら
の
居
城
と
し
た
が
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
落
城
。
（
３
）
ヨ
リ
。
【
四
五
丁
裏
（
一
七
丁
表
）】
（
１
）
原
文
マ
マ
。「
△
」
と
書
こ
う
と
し
た
も
の
か
。
（
２
）
比
叡
山
延
暦
寺
の
門
前
町
・
坂
本
（
現
滋
賀
県
大
津
市
）
の
蕎
麦
店
「
鶴
喜
そ
ば
」
と
考
え
ら
れ
る
。『
南
船
北
馬
集
』
第
九
編
（
大
正
三
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
滋
賀
県
巡
講
の
際
、
四
月
四
日
に
坂
本
村
を
訪
れ
て
「
名
物
鶴
喜
蕎
麦
」
を
食
し
て
お
り
、「
そ
の
入
れ
物
の
形
、
タ
バ
コ
盆
に
似
た
り
。
幸
い
に
賞
味
す
る
こ
と
を
得
て
、
余
は
タ
バ
コ
盆
蕎
麦
と
名
付
く
。
東
京
の
藪
蕎
麦
に
似
た
る
と
こ
ろ
あ
り
。
こ
こ
に
き
た
る
も
の
は
必
ず
一
盆
を
試
む
べ
し
。」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
八
四
頁
）。
（
３
）
香
木
の
一
種
。
福
岡
県
八
女
地
方
の
も
の
か
。
（
４
）
厳
島
。
現
広
島
県
廿
日
市
市
宮
島
町
。
日
本
三
景
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
（
５
）
京
都
府
の
笠
置
山
か
。
前
号
一
八
七
頁
、
二
一
丁
表
・
補
注
４
参
照
。
（
６
）
福
島
県
信
夫
郡
水
保
村
。
現
福
島
市
。
（
７
）
現
岐
阜
県
郡
上
市
。
【
四
五
丁
表
（
一
七
丁
裏
）】
（
１
）
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
、
あ
る
い
は
白
川
郷
。
（
２
）
お
ろ
く
ぐ
し
（
お
六
櫛
）
か
。
木
曽
地
方
で
作
ら
れ
る
ツ
ゲ
製
の
梳
櫛
で
、
歯
が
長
く
細
か
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
（
３
）
曲
物
（
ま
げ
も
の
）。
杉
や
檜
の
薄
い
板
を
円
形
に
曲
げ
て
作
ら
れ
る
容
器
で
、
弁
当
箱
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
（
４
）
台
湾
の
原
住
民
族
（
五
八
丁
表
〔
四
丁
裏
〕・
補
注
４
参
照
）
の
居
住
地
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
の
台
湾
巡
講
の
記
録
を
収
め
た
『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
（
明
治
四
五
年
）
に
は
、「
是
〔
桃
園
街
〕
よ
り
蕃
界
ま
で
行
程
九
里
、
土
呂
車
あ
る
も
時
日
な
き
為
に
探
検
す
る
を
得
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
、
三
〇
頁
、〔
〕
内
は
引
用
者
補
、
引
用
部
分
は
『
井
上
円
了
選
集
』
未
所
収
）。
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【
四
四
丁
裏
（
一
八
丁
表
）】
（
１
）
魚
扠
。
魚
を
突
き
刺
し
て
捕
ら
え
る
漁
具
の
一
種
。
（
２
）
唐
辛
子
の
木
の
こ
と
。
井
上
円
了
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
巡
講
で
小
笠
原
諸
島
を
訪
れ
て
い
る
が
、『
南
船
北
馬
集
』
第
六
編
（
明
治
四
五
年
）
に
よ
る
と
、
小
笠
原
滞
在
中
に
見
聞
し
て
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
事
象
の
ひ
と
つ
に
、
「
唐
辛
〔
子
〕
や
茄
〔
子
〕
の
数
十
年
経
た
る
立
木
」
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
三
巻
、
二
六
八
頁
）。
さ
ら
に
、
円
了
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
発
行
の
『
日
本
周
遊
奇
談
』
に
お
い
て
も
、「
小
笠
原
に
は
、
唐
辛
〔
子
〕
の
木
や
茄
〔
子
〕
の
木
の
柱
に
用
い
ら
る
る
ほ
ど
の
も
の
が
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
東
洋
大
学
、
二
〇
〇
四
年
、
二
七
六
頁
）。
【
四
三
丁
裏
（
一
九
丁
表
）】
（
１
）
八
郎
潟
。
秋
田
県
西
部
、
男
鹿
半
島
（
三
九
丁
表
〔
二
三
丁
裏
〕・
補
注
１
参
照
）
の
付
け
根
に
位
置
す
る
湖
で
、
干
拓
が
行
わ
れ
る
以
前
は
、
国
内
で
琵
琶
湖
に
次
ぐ
広
さ
を
ほ
こ
っ
て
い
た
。
（
２
）
福
島
県
田
村
郡
。
現
田
村
市
。
【
四
三
丁
表
（
一
九
丁
裏
）】
（
１
）
深
沓
。
藁
製
の
長
沓
で
、
雪
中
歩
行
用
に
使
用
さ
れ
た
。
【
四
二
丁
裏
（
二
〇
丁
表
）】
（
１
）
井
上
円
了
の
全
国
巡
講
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
南
船
北
馬
集
』
に
は
、
円
了
が
各
地
で
見
聞
し
た
生
活
文
化
の
記
録
と
と
も
に
、
そ
の
地
方
で
用
い
ら
れ
て
い
る
方
言
語
彙
な
ど
も
よ
く
採
録
さ
れ
て
い
る
。『
南
船
北
馬
集
』
第
一
三
編
（
大
正
六
年
）
に
も
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
行
わ
れ
た
山
形
巡
講
（
第
二
回
目
）
で
円
了
が
聞
き
取
っ
た
方
言
語
彙
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
赤
ン
坊
を
入
る
る
ツ
ブ
ラ
を
イ
ズ
メ
ま
た
は
イ
ー
ズ
ミ
と
い
う
。」
と
の
記
載
が
見
え
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
五
巻
、
四
〇
頁
）。
（
２
）
ズ
ン
ベ
に
同
じ
か
。
柳
田
国
男
監
修
の
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
は
、
ズ
ン
ベ
に
つ
い
て
「
シ
ベ
か
ら
変
化
し
た
語
。」
と
あ
り
、
シ
ベ
に
関
し
て
は
「
ワ
ラ
シ
ベ
の
略
で
、
藁
の
こ
と
で
あ
る
が
、
秋
田
県
仙
北
郡
や
鹿
角
郡
で
は
、
こ
れ
を
藁
沓
の
名
と
し
て
用
い
て
い
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
民
俗
学
研
究
所
編
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
二
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
、
七
一
二
・
七
九
四
頁
）。
（
３
）
芝
山
仁
王
尊
。
現
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
、
観
音
教
寺
。
【
四
二
丁
表
（
二
〇
裏
）】
（
１
）
「
山
形
県
鉈
袋
」
を
墨
で
抹
消
。
（
２
）
爪
掛
。
下
駄
の
先
端
の
部
分
に
取
り
付
け
る
覆
い
。
足
の
爪
先
が
濡
れ
た
り
泥
が
か
か
る
の
を
防
い
だ
り
、
保
温
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
（
３
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）
に
、
大
正
四
年
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（
一
九
一
五
）
八
月
二
日
、
秋
田
県
南
部
巡
講
を
行
っ
て
い
た
井
上
円
了
が
、
移
動
途
中
に
休
憩
の
た
め
立
ち
寄
っ
た
「
松
ヶ
崎
旅
店
」（
由
利
郡
松
ヶ
崎
村
、
現
本
荘
市
）
で
見
た
光
景
が
、
次
の
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
三
四
一
頁
）。
そ
の
家
の
天
井
に
正
月
の
鏡
餅
を
、
団
扇
形
に
作
り
た
る
藁
細
工
の
中
に
い
れ
て
つ
る
せ
る
あ
り
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
に
、
旧
六
月
一
日
に
は
歯
が
た
め
と
称
し
て
そ
の
餅
を
食
し
、
団
扇
形
の
藁
具
を
門
側
の
木
に
か
け
お
く
を
慣
例
と
す
と
い
う
。
こ
れ
魔
よ
け
、
病
気
よ
け
の
効
あ
り
と
信
ず
る
も
の
の
ご
と
し
。
（
４
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
秋
田
県
南
部
巡
講
に
関
す
る
記
録
に
は
、「
ド
ウ
」
に
つ
い
て
「
鱒
を
と
る
竹
器
」
と
あ
る
ほ
か
、「
カ
ッ
コ
ベ
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
は
「
ド
ウ
の
大
な
る
も
の
」
と
見
え
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
三
五
四
頁
）。
（
５
）
輪
か
ん
じ
き
（
橇
）。
木
の
枝
な
ど
を
環
状
に
し
て
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、
雪
上
を
歩
行
す
る
際
、
足
が
雪
に
沈
み
こ
む
の
を
防
止
す
る
た
め
、
靴
や
ワ
ラ
ジ
に
取
り
付
け
て
使
用
す
る
。
主
に
豪
雪
地
帯
や
山
深
い
地
域
で
用
い
ら
れ
た
。
【
四
一
丁
裏
（
二
一
丁
表
）】
（
１
）
京
都
府
船
井
郡
。
【
四
一
丁
表
（
二
一
丁
裏
）】
（
１
）
埼
玉
県
内
の
竹
縄
の
産
地
と
し
て
は
、
秩
父
郡
東
秩
父
村
が
知
ら
れ
る
。
（
２
）
岐
阜
県
大
野
郡
白
川
村
、
な
い
し
白
川
郷
か
。
な
お
、『
南
船
北
馬
集
』
第
五
編
（
明
治
四
三
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）、
岐
阜
県
内
で
巡
講
を
行
っ
て
い
た
井
上
円
了
は
、
一
〇
月
一
一
日
に
白
川
村
に
入
り
、
郵
便
局
長
・
遠
山
喜
代
松
宅
を
会
場
兼
宿
所
に
し
て
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
円
了
は
、
同
家
に
あ
っ
た
「
瓢
を
削
り
て
匕
杓
」
に
し
た
品
物
を
見
て
、「
そ
の
形
大
い
に
よ
し
」
と
気
に
入
り
、
こ
れ
を
譲
り
受
け
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
三
巻
、
二
二
八
│
二
二
九
頁
）。
（
３
）
駒
下
駄
の
足
を
載
せ
る
台
に
表
を
付
け
た
も
の
。
草
履
の
底
面
に
、
二
枚
歯
の
下
駄
を
取
り
付
け
た
よ
う
な
見
た
目
を
し
て
い
る
。
（
４
）
氷
滑
り
か
。
（
５
）
佐
賀
県
小
城
郡
小
城
町
（
現
小
城
市
）。
（
６
）
注
連
縄
。
【
四
〇
丁
裏
（
二
二
丁
表
）】
（
１
）
ス
イ
ノ
ウ
（
水
嚢
）。
調
理
器
具
の
一
種
で
、
柄
の
先
に
網
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
麺
な
ど
の
食
品
を
鍋
か
ら
掬
い
湯
切
り
す
る
の
に
使
用
さ
れ
る
。
（
２
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）
の
秋
田
県
南
部
巡
講
に
関
す
る
記
録
の
な
か
に
、「
コ
ダ
シ
」
に
つ
い
て
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「
農
家
の
田
畑
に
行
く
と
き
携
帯
す
る
入
れ
も
の
」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
三
五
四
頁
）。
（
３
）
爪
掛
。
（
４
）
雪
や
氷
で
滑
ら
な
い
よ
う
に
、
滑
り
止
め
の
金
具
を
取
り
付
け
た
下
駄
。
積
雪
の
多
い
地
域
で
用
い
ら
れ
た
。
【
四
〇
丁
表
（
二
二
丁
裏
）】
（
１
）
新
潟
県
南
蒲
原
郡
今
町
。
現
見
附
市
。
（
２
）
五
平
に
同
じ
か
。『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）
の
秋
田
県
南
部
巡
講
に
関
す
る
記
録
の
な
か
に
、「
雪
中
用
具
に
つ
き
て
は
三
平
〔
さ
ん
ぺ
い
〕、
四
〔
し
ん
〕
平
、
五
〔
ご
ん
〕
平
と
唱
う
る
も
の
あ
り
。
そ
の
形
お
の
お
の
異
な
れ
り
。」
と
い
う
記
載
が
見
え
る
。（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
三
五
四
頁
）。
（
３
）
爪
子
（
つ
ま
ご
）
か
。
雪
道
を
歩
行
す
る
と
き
な
ど
に
、
草
鞋
に
取
り
付
け
る
藁
製
の
覆
い
。
（
４
）
爪
子
。
（
５
）
芝
山
仁
王
尊
か
。
四
二
丁
裏
（
二
〇
丁
表
）・
補
注
３
参
照
。
（
６
）
ヘ
ド
ロ
に
同
じ
か
。
ヘ
ド
ロ
に
つ
い
て
、『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
よ
る
と
、
秋
田
県
仙
北
郡
の
事
例
で
は
、「
藁
の
爪
皮
の
あ
る
草
履
で
、
雪
の
無
い
と
き
に
も
下
駄
代
り
に
足
袋
の
ま
ま
で
は
く
。
遠
路
に
は
用
い
ず
、
子
供
用
に
は
前
の
藁
に
赤
い
紙
布
な
ど
を
巻
き
、
底
に
は
笹
の
葉
な
ど
を
敷
く
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
（
民
俗
学
研
究
所
編
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
三
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
五
年
、
一
三
九
〇
頁
）。
【
三
九
丁
裏
（
二
三
丁
表
）】
（
１
）
原
文
マ
マ
。
こ
れ
よ
り
以
降
の
丁
に
お
け
る
「
？
」
も
、
す
べ
て
原
文
マ
マ
で
記
載
。
【
三
九
丁
表
（
二
三
丁
裏
）】
（
１
）
秋
田
県
西
部
に
位
置
し
、
半
島
の
付
け
根
部
分
に
は
八
郎
潟
（
四
三
丁
裏
〔
一
九
丁
表
〕・
補
注
１
参
照
）
が
あ
る
。
（
２
）
こ
の
資
料
が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
大
正
時
代
（
前
号
一
六
九
頁
参
照
）
に
は
、
行
政
区
画
と
し
て
の
村
山
郡
は
存
在
し
な
い
。
山
形
盆
地
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
村
山
地
方
、
あ
る
い
は
東
村
山
郡
・
西
村
山
郡
・
南
村
山
郡
・
北
村
山
郡
の
い
ず
れ
か
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３
）
ノ
メ
ゾ
ウ
。
オ
ソ
フ
キ
ワ
ラ
ジ
と
も
呼
ば
れ
る
。
山
形
県
で
、
ワ
ラ
ジ
の
先
端
側
に
藁
製
の
覆
い
（
草
履
の
爪
子
の
よ
う
な
も
の
）
を
付
け
た
も
の
を
い
う
。
【
三
八
丁
裏
（
二
四
丁
表
）】
（
１
）
現
神
戸
市
北
区
。
（
２
）
群
馬
県
群
馬
郡
伊
香
保
町
。
現
渋
川
市
。
伊
香
保
温
泉
が
有
名
。
【
三
八
丁
表
（
二
四
丁
裏
）】
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（
１
）
能
勢
妙
見
山
。
現
在
、
中
腹
に
天
台
宗
系
の
本
瀧
寺
、
山
頂
近
く
に
日
蓮
宗
の
妙
見
堂
が
あ
り
、
関
西
地
方
に
お
け
る
妙
見
信
仰
の
中
心
地
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
（
２
）
サ
モ
ア
諸
島
。
南
太
平
洋
上
に
位
置
す
る
。
【
三
七
丁
表
（
二
五
丁
裏
）】
（
１
）
ペ
ル
ー
。
【
三
六
丁
裏
（
二
六
丁
表
）】
（
１
）
佐
渡
島
。
新
潟
県
。
（
２
）
ア
ン
ペ
ラ
か
。
ア
ン
ペ
ラ
は
別
名
を
ア
ン
ペ
ラ
藺
と
い
い
、
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
熱
帯
の
湿
地
に
自
生
す
る
ほ
か
、
中
国
南
部
で
は
こ
れ
を
栽
培
し
て
お
り
、
莚
や
袋
な
ど
を
編
む
た
め
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
【
三
五
丁
裏
（
二
七
丁
表
）】
（
１
）
井
上
円
了
は
、『
南
船
北
馬
集
』
第
九
編
（
大
正
３
年
）
収
録
の
「
奥
羽
温
泉
紀
行
」
と
題
し
た
紀
行
文
の
な
か
で
、
旅
の
途
上
、「
庄
内
名
物
」
と
い
う
題
で
詠
ん
だ
「
庄
内
名
物
御
存
じ
な
い
か
、
酒
は
大
山
湯
は
温
海
、
婦
人
鉢
巻
黒
帽
子
」
と
い
う
自
歌
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
次
の
説
明
を
こ
れ
に
添
え
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
東
洋
大
学
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
九
頁
）。
婦
人
鉢
巻
き
と
は
、
婦
人
田
野
に
出
で
て
労
働
す
る
に
は
、
必
ず
白
手
ぬ
ぐ
い
の
鉢
巻
き
を
結
び
、
そ
の
上
に
一
種
の
黒
帽
子
を
か
ぶ
り
、
そ
の
帽
子
の
両
端
を
折
り
曲
げ
て
鼻
口
を
お
お
い
、
目
の
み
を
あ
ら
わ
す
な
り
。
庄
内
一
般
に
こ
の
帽
子
を
用
い
、
越
後
岩
船
郡
内
も
こ
れ
を
用
う
。
そ
の
名
を
ド
ウ
モ
コ
ウ
モ
と
い
う
由
、
あ
に
奇
名
な
ら
ず
や
。
さ
ら
に
、『
南
船
北
馬
集
』
第
一
三
編
で
は
、
こ
の
「
黒
帽
子
」
に
つ
い
て
、「
加
賀
帽
子
」
と
い
う
呼
称
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
越
中
フ
ン
ド
シ
、
加
賀
帽
子
は
好
対
句
な
り
。」
と
評
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
五
巻
、
四
一
頁
）。
（
２
）
『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
に
は
、「
富
山
県
を
中
心
に
新
潟
県
西
頚
城
郡
か
ら
山
形
県
、
南
は
岐
阜
県
大
野
郡
南
境
お
よ
び
郡
上
郡
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
蓑
の
名
。」
と
あ
る
（『
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
三
巻
、
一
二
八
二
頁
）。
（
３
）
木
鋤
。
木
製
の
鋤
で
、
雪
か
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。
【
三
五
丁
表
（
二
七
丁
裏
）】
（
１
）
ポ
ン
チ
ョ
。
第
三
回
海
外
視
察
で
チ
リ
を
訪
れ
た
井
上
円
了
は
、『
南
半
球
五
万
哩
』（
明
治
四
五
年
）
に
「
チ
リ
の
特
色
と
す
べ
き
は
、
市
外
の
農
民
は
ケ
ッ
ト
の
中
央
に
長
さ
一
尺
く
ら
い
の
口
を
開
き
、
こ
こ
に
頭
を
入
れ
て
肩
上
を
お
お
い
、
雨
ま
た
は
塵
を
防
ぐ
の
具
と
な
す
。
そ
の
名
を
ポ
ン
チ
ョ
と
い
う
。」
と
記
し
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
四
〇
二
頁
）。
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【
三
四
丁
裏
（
二
八
丁
表
）】
（
１
）
三
一
丁
裏
（
三
一
丁
表
）、
補
注
１
参
照
。
井
上
円
了
は
、
妖
怪
学
の
研
究
の
か
た
わ
ら
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
物
品
や
絵
画
な
ど
も
多
く
収
集
し
て
い
る
。
明
治
四
〇
年
代
に
東
洋
大
学
講
師
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
今
福
忍
は
、
円
了
の
没
後
に
記
し
た
追
悼
文
「
井
上
甫
水
先
生
を
想
ふ
」
の
な
か
で
、
そ
う
し
た
円
了
の
収
集
品
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
思
い
出
話
を
紹
介
し
て
い
る
（
三
輪
政
一
編
『
井
上
円
了
先
生
』、
三
一
一
│
三
一
二
頁
）。
談
会
、
妖
怪
に
関
す
る
も
の
に
及
ん
だ
際
、
自
分
は
年
来
妖
怪
に
付
て
研
究
を
続
け
つ
ゝ
あ
つ
て
、
倦
む
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、
斯
様
に
妖
怪
に
因
ん
だ
器
具
を
も
蒐
集
し
つ
ゝ
あ
り
と
て
、
座
右
に
愛
玩
せ
ら
れ
る
日
用
の
什
器
を
指
示
し
て
語
ら
れ
、
或
は
煙
草
筒
の
手
長
足
長
の
異
様
人
物
に
成
れ
る
彫
刻
を
示
さ
れ
、
或
は
幽
霊
煙
管
な
り
と
て
、
巧
み
に
女
幽
霊
を
配
せ
る
煙
管
を
出
さ
れ
、
終
に
目
今
妖
怪
百
画
を
蒐
集
せ
ん
と
思
ひ
立
ち
居
る
と
て
、
父
の
揮
毫
を
徴
せ
ら
れ
た
る
に
由
り
、
謂
は
ゞ
南
宗
の
幽
霊
画
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
を
呈
し
た
こ
と
も
あ
つ
た
。
【
三
四
丁
表
（
二
八
丁
裏
）】
（
１
）
ゴ
ザ
で
で
き
た
雨
具
の
一
種
で
、
農
作
業
の
と
き
な
ど
、
雨
や
日
射
し
を
除
け
る
た
め
に
衣
服
の
上
に
羽
織
っ
た
。
（
２
）
煙
管
差
し
か
。
五
四
丁
裏
（
八
丁
表
）・
補
注
１
参
照
。
【
三
三
丁
表
（
二
九
丁
裏
）】
（
１
）
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
、
ナ
メ
ク
ジ
。
な
お
、
三
ス
ク
ミ
と
い
う
言
葉
に
関
連
し
て
、
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
発
行
の
『
円
了
随
筆
』
に
、
社
会
を
風
刺
し
て
書
か
れ
た
次
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
二
四
巻
、
八
〇
頁
）。
ヘ
ビ
と
カ
エ
ル
と
ナ
メ
ク
ジ
と
は
、
こ
れ
を
三
ス
ク
ミ
と
い
う
。
政
府
員
と
国
会
議
員
と
一
般
の
人
民
と
は
、
ま
た
三
ス
ク
ミ
な
り
。
政
府
員
は
国
会
議
員
の
歓
心
を
得
ん
と
し
、
国
会
議
員
は
一
般
人
民
の
歓
心
を
得
ん
と
欲
し
、
一
般
人
民
は
政
府
員
の
歓
心
を
得
ん
と
す
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
を
立
憲
政
体
の
三
ス
ク
ミ
と
名
づ
く
。
宗
教
の
方
に
て
も
、
や
は
り
三
ス
ク
ミ
あ
り
。
今
こ
れ
を
本
願
寺
宗
に
考
う
る
に
、
本
山
役
員
は
檀
家
信
徒
の
前
に
権
な
く
、
檀
家
信
徒
は
末
寺
僧
侶
の
前
に
権
な
く
、
末
寺
僧
侶
は
本
山
役
員
の
前
に
権
な
し
。
こ
の
三
ス
ク
ミ
は
前
の
三
ス
ク
ミ
と
そ
の
関
係
を
異
に
す
る
は
、
宗
教
と
政
治
と
同
じ
か
ら
ざ
る
に
よ
る
。
【
三
一
丁
裏
（
三
一
丁
表
）】
（
１
）
井
上
円
了
口
述
「
哲
学
堂
案
内
」
に
記
載
さ
れ
た
哲
学
堂
の
陳
列
所
（
無
尽
蔵
）
に
関
す
る
文
章
の
な
か
に
、
次
の
通
り
「
妖
怪
棚
」（
三
四
丁
裏
〔
二
八
丁
表
〕・
補
注
１
参
照
）、
「
珍
奇
棚
」
の
名
称
が
見
え
る
（
井
上
玄
一
編
『
哲
学
堂
案
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』
財
団
法
人
哲
学
堂
、
一
九
二
〇
年
増
補
改
訂
第
三
版
、
二
八
│
二
九
頁
、〔
〕
内
は
引
用
者
補
、
引
用
に
あ
た
っ
て
一
部
読
点
を
句
点
に
改
め
た
）。
此
一
棟
は
陳
列
所
（
無
尽
蔵
）
に
し
て
、
階
上
を
向
上
楼
、
階
下
を
万
象
庫
と
名
〔
付
〕
け
た
。
此
に
は
内
外
周
遊
の
紀
念
物
を
陳
列
す
る
こ
と
に
定
め
、
其
中
に
陶
器
石
器
（
六
賢
台
階
上
に
あ
り
）
を
除
く
外
、
種
々
雑
多
の
も
の
を
玉
石
同
架
式
に
排
列
し
て
あ
る
。
又
妖
怪
棚
、
珍
奇
棚
も
あ
る
。
【
三
一
丁
表
（
三
一
丁
裏
）】
（
１
）
仏
陀
伽
邪
（
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
）。
イ
ン
ド
、
ビ
ハ
ー
ル
州
。『
西
航
日
録
』（
明
治
三
七
年
）
に
よ
る
と
、
井
上
円
了
は
第
二
回
海
外
視
察
の
途
上
、
イ
ン
ド
に
滞
在
中
、
河
口
慧
海
と
と
も
に
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
ガ
ヤ
（
ビ
ハ
ー
ル
州
）
に
向
い
、
同
地
の
外
国
人
旅
行
者
向
け
の
休
泊
所
「
ダ
ク
バ
ン
ガ
ロ
ー
」
に
宿
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
円
了
は
、
西
域
探
検
の
た
め
イ
ン
ド
に
滞
在
し
仏
蹟
調
査
を
行
っ
て
い
た
大
谷
光
瑞
と
出
会
い
、
そ
の
翌
日
、
光
瑞
に
同
行
し
て
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
を
訪
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
・
世
界
旅
行
記
』、
一
七
六
頁
）。
（
２
）
耳
石
（
じ
せ
き
）。
動
物
の
耳
の
中
に
あ
り
、
平
衡
を
保
つ
な
ど
の
機
能
を
も
つ
。
【
三
〇
丁
表
（
三
二
丁
裏
）】
（
１
）
ト
ナ
カ
イ
。
【
二
九
丁
裏
（
三
三
丁
表
）】
（
１
）
『
南
船
北
馬
集
』
第
一
三
編
（
大
正
六
年
）
に
、
大
正
五
年
八
月
一
一
日
に
山
形
県
巡
講
（
第
二
回
目
）
で
酒
田
町
（
現
酒
田
市
）
を
訪
れ
た
と
き
の
記
録
と
し
て
、「
こ
の
日
、
旧
盆
十
三
日
に
当
た
り
、
民
家
は
軒
前
に
藁
に
て
造
れ
る
馬
と
馬
引
き
と
の
人
形
を
か
か
ぐ
。
こ
れ
亡
霊
を
迎
う
る
の
意
な
り
と
い
う
。」
と
あ
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
五
巻
、
三
二
頁
）。
（
２
）
現
在
の
岡
山
県
備
前
市
の
一
帯
を
産
地
と
す
る
陶
器
。
井
上
円
了
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
二
〇
日
、
岡
山
県
和
気
郡
片
上
町
（
現
備
前
市
）
で
講
演
を
行
う
前
に
、
近
隣
の
伊
部
町
（
和
気
郡
、
現
備
前
市
）
に
足
を
延
ば
し
、
備
前
焼
の
陶
器
を
い
く
つ
か
入
手
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
南
船
北
馬
集
』
第
一
一
編
（
大
正
四
年
）
に
は
、
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
（『
井
上
円
了
選
集
』
第
一
四
巻
、
二
五
〇
頁
）。
車
行
二
里
半
、
片
上
町
に
入
り
、
更
に
八
丁
の
葛
坂
と
上
下
し
て
伊
部
町
に
至
る
。
備
前
焼
陶
器
の
本
場
な
り
。
郡
書
記
木
村
一
氏
の
宅
に
少
憩
し
て
陶
器
を
一
覧
す
。
そ
の
宅
の
堂
号
を
黄
蕨
堂
と
い
う
。
陶
器
数
品
を
恵
与
せ
ら
る
。
午
後
、
片
上
町
劇
場
興
進
倶
楽
部
に
て
開
演
す
。
【
二
九
丁
表
（
三
三
丁
裏
）】
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（
１
）
井
上
円
了
口
述
「
哲
学
堂
案
内
」
に
、
哲
学
堂
の
陳
列
所
（
無
尽
蔵
）
に
置
か
れ
た
品
物
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
（
井
上
玄
一
編
『
哲
学
堂
案
内
』
二
九
頁
、
〔
〕
内
は
引
用
者
補
、
引
用
に
あ
た
っ
て
一
部
読
点
を
句
点
に
改
め
た
）。
就
中
貴
重
な
る
は
文
殊
菩
薩
の
木
翁
（
勝
海
舟
翁
寄
贈
）、
不
動
明
王
の
画
像
、
閻
魔
大
王
の
彫
刻
物
で
あ
る
。
是
れ
は
哲
学
堂
の
国
宝
的
宝
物
と
唱
へ
て
居
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
了
は
、
本
資
料
に
お
い
て
「
北
側
二
階
」
に
あ
る
「
不
動
明
王
ノ
画
像
」、「
文
殊
菩
薩
木
像
」、
「
閻
魔
像
」
の
３
点
を
、
自
ら
の
収
集
品
の
な
か
で
も
っ
と
も
珍
重
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
２
）
絹
本
着
色
、
掛
幅
装
の
絵
画
で
、
現
在
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
掛
幅
が
収
め
ら
れ
て
い
た
箱
に
は
、「
不
動
尊
古
画
像
二
脇
士
附
壱
幅
」
と
表
書
き
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
掛
幅
に
関
し
て
、
無
尽
蔵
の
内
部
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
木
製
の
説
明
板
も
残
さ
れ
て
お
り
、「
此
不
動
明
王
ノ
画
像
ハ
日
光
輪
王
寺
前
門
跡
ヨ
リ
恵
贈
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
智
証
大
師
ノ
筆
ナ
リ
ト
伝
ヘ
来
レ
ル
由
。
無
落
款
ナ
リ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
句
点
は
引
用
者
補
）。
（
３
）
哲
学
館
時
代
に
勝
海
舟
か
ら
井
上
円
了
に
贈
ら
れ
た
文
殊
菩
薩
と
伝
え
ら
れ
る
寄
木
造
り
の
仏
像
で
、
現
在
東
洋
大
学
井
上
円
了
研
究
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
。
な
お
、
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
こ
の
仏
像
の
木
製
説
明
版
が
残
さ
れ
て
お
り
、「
此
木
像
ハ
文
殊
菩
薩
ニ
シ
テ
故
勝
海
舟
先
生
ノ
生
前
ニ
授
与
セ
ラ
レ
シ
モ
ノ
。
運
慶
作
又
一
説
ニ
ハ
陳
那
卿
作
ナ
リ
ト
云
ウ
。
人
皆
希
代
ノ
霊
作
ナ
リ
ト
称
ス
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
句
点
は
引
用
者
補
）。
（
４
）
閻
魔
大
王
の
木
像
で
、
現
在
山
﨑
記
念
中
野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
閻
魔
の
木
像
と
と
も
に
同
館
で
保
管
し
て
い
る
木
製
の
説
明
版
に
は
、「
此
閻
摩
〔
マ
マ
〕像
ハ
本
堂
建
築
技
師
山
尾
新
三
郎
氏
ノ
寄
贈
ニ
カ
ゝ
レ
リ
。
作
者
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
句
点
は
引
用
者
補
）。
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